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ビス
自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継絞し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！
市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

3.16 
強襲揚陸艦「おおすみ」と
LCACの
呉配備に抗議！
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2/28-3/1●神戸会議の報告
●イタリア米軍機低空飛行事故の波紋
●沖縄から
●ほっとしている、しかし一
対イラク武力行使回避と日本の平和運動

“持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額）肪t置U庸＊ットワーク
個人 1口1000円 個人 1口 500円 3000円
団体 1口2000円 団体 l口1000円

＇ （会費は本紙隕読料を含みます）
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二
三
年
が
た
っ
た
今
も
「
神
戸
方
式
」
は
輝

い
て
い
る
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
軍
事
介
入
と

殺
り
く
の
基
地
と
し
て
民
間
港
や
民
間
空
港
を

使
い
、
働
く
人
々
を
動
員
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
神
戸
が
歩
ん
で
き
た
年
月
が
放
つ
光
は
な

お
い
っ
そ
う
ま
ぶ
し
い
。
そ
こ
に
は
国
家
が
戦

争
へ
の
奉
仕
を
求
め
た
と
し
て
も
、
自
治
体
と

市
民
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
道
を
選
び
、
進
む
こ

と
が
で
き
る
、
踏
ん
張
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

い
う
希
望
が
あ
る
か
ら
だ
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
と
前
後
し
て
、
米
軍

艦
の
入
港
が
各
地
で
相
次
い
だ
。
国
家
と
軍
隊

が
力
づ
く
で
、
あ
る
い
は
甘
い
言
葉
を
ふ
り
ま

き
な
が
ら
積
み
重
ね
よ
う
と
し
て
い
る
既
成
事

実
に
対
し
て
、
こ
の
町
に
し
ぶ
と
く
、
し
た
た

か
に
「
も
う
二
つ
の
既
成
事
実
」
が
息
づ
い
て

い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
勇
気
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
鹿
児
島
で
呉
で
、
別
府
で
松
山
で
、
小

樽
、
函
館
、
室
蘭
、
苫
小
牧
で
、
そ
し
て
高
知

で
、
港
の
軍
事
利
用
を
食
い
止
め
た
い
と
願
う

い
で
あ
る
。

民間港湾・空港の
軍事利用をどう止めるか
神戸

2/28-3.1 
in 

人
々
と
自
治
体
が
、
お
手
本
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
が
、
神
戸
方
式
で
あ
る
こ
と
が
今
日
の

会
議
で
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
町
で
出
合
い
、
あ

る
い
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
全
国
の

友
人
た
ち
の
運
動
の
報
告
と
経
験
の
交
流
か

ら
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
知
恵
と
元
気
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
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こ
の
数
週
間
、
私
た
ち
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
で
流

血
の
悪
夢
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
そ

れ
、
各
地
で
基
地
の
ゲ
ー
ト
前
に
、
あ
る
い
は

街
角
に
、
大
使
館
や
領
事
館
の
前
に
立
ち
、
デ

モ
行
進
を
行
っ
て
、
「
殺
す
な
！
」
と
訴
え
て

き
た
。
だ
が
中
東
に
派
遣
さ
れ
た
、
横
須
賀
を

母
港
に
す
る
空
母
機
動
部
隊
は
、
今
も
イ
ラ
ク

の
市
民
を
標
的
に
し
た
攻
撃
に
備
え
て
い
る
。

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
最
も
み
に
く
い
姿

が
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
沖
縄
の
海
上
ヘ
リ

基
地
建
設
で
無
制
限
に
米
国
の
要
求
を
受
け
入

れ
て
い
る
日
本
政
府
の
姿
勢
に
も
表
れ
て
い

る
。
イ
タ
リ
ア
で
人
々
の
命
を
奪
っ
た
低
空
飛

行
訓
練
が
、
今
も
何
の
チ
ェ
ッ
ク
も
受
け
ず
に
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3月1日午後、神戸港メリケンパーク前で。

私
た
ち
は
全
国
か
ら
神
戸
に
集
ま
っ
た
。

二
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
米
軍
艦
の
入
港
を
拒

み
つ
づ
け
て
い
る
町
で
、
「
港
と
空
港
の
軍
事

利
用
を
止
め
る
」
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ

の
国
が
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
も
と
で
歩
き

は
じ
め
た
戦
争
へ
の
道
を
阻
み
、
市
民
の
手
で

平
和
を
た
ぐ
り
よ
せ
、
創
り
出
す
た
め
の
手
が

か
り
を
見
つ
け
る
た
め
に
集
い
、
語
り
合
っ

た
。
三
年
前
の
震
災
で
、
幾
多
の
淳
い
命
を

失
っ
た
こ
の
町
で
、
市
民
に
と
っ
て
の
「
安
全

保
障
」
と
は
一
体
何
な
の
か
と
い
う
問
い
を
私

た
ち
は
噛
み
し
め
て
い
る
。

．
 

一
九
七
五
年
三
月
十
八
日
、
神
戸
市
議
会
は

「
核
兵
器
搭
載
艦
船
の
神
戸
港
入
港
拒
否
に
関

す
る
決
議
」
を
あ
げ
、
「
神
戸
方
式
」
は
生
ま

れ
た
。
決
議
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
利
用
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
使
い
や
す
い

港
、
働
く
人
に
と
っ
て
は
働
き
や
す
い
港
と
し

て
発
展
し
つ
つ
あ
る
神
戸
港
は
、
同
時
に
市
民

に
親
し
ま
れ
る
平
和
な
港
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
。
こ
こ
に
「
神
戸
方
式
」
の
心
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
集
ま
っ
た
私
た
ち
の
共
通
の
思

日
本
全
土
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
私

た
ち
は
、
戦
争
と
い
う
人
間
に
対
す
る
最
大
の

犯
罪
に
市
民
を
駆
り
立
て
る
し
か
け
11

新
「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
真
実
を
暴
き
、
そ
れ
を
拒
否

す
る
こ
と
を
市
民
の
声
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
自
治
体
や
市
民
を
戦
争
へ
と
動
員

す
る
「
有
事
立
法
」
を
阻
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
武
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
対
話

と
理
解
と
助
け
合
い
に
根
ざ
し
た
「
人
間
の
安

全
保
障
」
を
豊
か
に
構
想
し
て
い
き
た
い
。

神
戸
で
出
会
い
、
分
か
ち
合
っ
た
知
恵
と
勇

気
と
元
気
を
各
地
に
持
ち
帰
り
、
明
日
も
私
た

ち
の
「
反
戦
•
平
和
」
を
伝
え
、
広
め
、
力
あ

る
も
の
に
し
て
い
こ
う
。

神
戸
方
式
の
心
を
全
国
に
1
・
・

新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
打
ち
破
ろ
う
！

有
事
立
法
を
阻
止
し
よ
う
！

軍
隊
に
よ
ら
な
い
、
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
！

名
護
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
反
対
し
よ
う
！

米
軍
機
の
低
空
飛
行
訓
練
を
止
め
よ
う
！

一
九
九
八
年
二
月
二
八
日
ー
三
月
一
日

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
民
間
港
湾
・
空
港
の
軍

車
利
用
を
ど
う
止
め
る
か
」
参
加
者
一
同

脱
軍
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス

第
7
回
全
国
会
議

神
戸
ア
ピ
ー
ル

3
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は
、
銭
子
の
話
で
い
こ
う
や
」
と
裁
判
を
始
め

た
経
緯
と
思
い
を
話
し
、
各
地
で
予
算
に
対
す

る
異
議
を
出
し
て
い
く
よ
う
訴
え
た
（
u

青
木
さ

ん
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
有
事
立
法
に
対
す
る

自
治
体
の
動
向
と
イ
タ
リ
ア
の
低
空
飛
行
事
故

を
き
っ
か
け
に
、
世
界
的
視
野
で
低
空
飛
行
問

題
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
を
話
し
た
。

夕
食
を
は
さ
ん
で
、
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま

で
は
「
神
戸
方
式
を
地
域
に
活
か
す
に
は
…
」
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湯
浅
一
郎
岬
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
運
営
委
員
・
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国

二
月
一
『
八
日
か
ら
三
月
一
日
の
一
一
日
間
、
神

戸
の
学
生
・
青
年
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
国
各
地

か
ら
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
と
そ
の
仲
間
が
集
ま
っ

た
。
4
月
に
は
有
事
法
制
へ
向
け
て
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
関
連
法
が
国
会
に
出
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ

る
(
]
そ
の
時
期
に
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
心
的

課
題
で
あ
る
民
間
港
、
民
間
空
港
の
軍
事
利
用

を
い
か
に
止
め
る
か
を
全
国
的
な
視
野
で
議
論

す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
開
催
地
と
し
て
、
神
戸
方
式
に
よ
っ
て
自
治

体
と
し
て
の
意
志
表
示
を
す
る
こ
と
で
、
事
実

上
、
外
国
艦
船
の
入
港
を
止
め
て
い
る
神
戸
が

最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

直
前
に
、
ア
メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
爆
撃
を
始
め

る
か
も
し
れ
な
い
と
言
う
緊
迫
し
た
情
勢
と
な

り
、
各
地
で
そ
の
取
り
組
み
に
忙
殺
さ
れ
る
中

で
準
備
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
ま
ま
の
開
催
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
約
一

―1
0
人
が
集
ま
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
い
と

な
っ
た
。

午
後
一
時
半
開
会
し
、
ま
ず
、
開
催
地
神
戸

か
ら
神
戸
市
議
の
井
上
力
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。

つ
い
で
、

3
本
の
基
本
提
起
。
田
巻
さ
ん
が
、

と
題
し
て
討
論
。
民
間
港
の
軍
事
利
用
が
押
し

つ
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
の
文
脈
の
中

で
、
神
戸
方
式
の
有
効
性
、
意
義
が
論
じ
ら
れ

た
。
米
軍
が
平
時
に
お
け
る
核
の
搭
載
を
や
め

た
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
有
効

で
な
い
と
の
見
方
も
で
た
。
し
か
し
港
湾
管
理

者
と
し
て
の
権
限
を
生
か
し
、
国
に
ま
か
せ
な

い
と
い
う
姿
勢
を
と
れ
ば
、
自
治
体
が
で
き
る

こ
と
は
相
当
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
観
点
か

ら
、
神
戸
方
式
を
評
価
す
る
意
見
も
出
た
。
最

後
に
、
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
一
日
目
を
終
え

た。
恒
例
の
交
流
会
は
、
日
頃
あ
ま
り
つ
き
あ
い

の
な
い
神
戸
・
大
阪
の
皆
さ
ん
と
深
夜
ま
で
続

、
こ
。
v
t
 C

P
全
国
会
議

三
月
一
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
キ
ャ
ッ
チ

ヒ
ー
ス
第
七
回
全
国
会
議
を
行
っ
た
。
私
が
司

会
を
し
、
田
巻
さ
ん
の
経
過
報
告
、
山
中
さ
ん

の
財
政
報
告
を
受
け
て
、
当
面
の
活
動
に
つ
い

て
フ
リ
ー
討
論
を
進
め
、
最
後
に
以
下
の
行
動

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

(1)
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
有
事
立
法
に
反
対

す
る
・
港
湾
を
抱
え
た
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
。
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
外
国
軍
艦
と

自
治
体
」
（
仮
題
）
の
作
成
．

4
月
下
旬
、
有

低
空
飛
行
反
対
な
ど

運
動
計
画
を
話
し
合
う

地
域
か
ら

有
事
立
法
を
阻
も
う
！

事
法
案
が
国
会
に
出
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
政
党
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。
・
各
地

で
自
治
体
へ
の
要
請
や
請
願
を
出
し
て
い
く
。

(

2

)

基
地
に
よ
る
人
権
侵
害
へ
の
取
り
組
み

・
イ
タ
リ
ア
事
故
を
踏
ま
え
て
低
空
飛
行
を
重

視
。
・

1
3
1
自
治
体
へ
請
願
な
い
し
要
請
書

を
出
し
、
議
会
決
議
を
あ
げ
る
よ
う
要
請
す

る
。
・

2
3道
県
知
事
会
、
全
国
知
事
会
へ
の

要
請
。
・
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
と
と
も
に
、
刑

事
事
件
、
補
償
、
物
損
な
ど
も
含
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
。
・
イ
タ
リ
ア
事
故
の
現
地
調

査
、
生
資
料
を
収
集
・
地
位
協
定
の
全
面
改

定
を
求
め
る
運
動
の
継
続
。

(

3

)

思
い
や
り
予
算
を
含
め
て
軍
事
費
削
減

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
続
す
る
。
「
お
お
す
み
」

2
番
艦
な
ど
。

(

4

)

海
兵
隊
撤
退
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
沖
縄
県

と
政
府
の
対
決
の
焦
点
は
、
依
然
と
し
て
海
兵

隊
に
あ
り
、
思
い
や
り
予
算
・
実
弾
演
習
•
海

上
ヘ
リ
基
地
、
低
空
飛
行
、
地
位
協
定
の
問
題

と
も
関
連
し
て
海
兵
隊
撤
退
運
動
を
継
続
す

る。(5
)

イ
ラ
ク
空
爆
へ
の
反
対
行
動
の
継
続
今

回
は
、
攻
撃
が
あ
る
か
な
り
前
か
ら
抗
議
の
行

動
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
評
価
も
含
め
、
①
「
経

済
制
裁
を
解
除
す
べ
し
」
と
言
う
内
容
を
含
め

た
運
動
、
②
劣
化
ウ
ラ
ン
問
題
を
視
野
に
人
れ

て
行
動
す
る
。

「
大
阪

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
趣
旨
と
経
過
に
つ
い

て
説
明
。
な
吠
、
神
戸
な
の
か
。
反
ト
マ
運
動

の
時
か
ら
、
神
戸
は
私
た
ち
の
希
望
だ
っ
た
。

新
た
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
下
で
、
そ
の
意
味
を

見
直
し
、
再
評
価
し
、
そ
れ
を
全
国
に
伝
え
て

い
こ
う
と
言
う
趣
旨
で
集
ま
っ
た
。
震
災
を
受

け
て
、
市
民
の
・
人
間
の
安
全
保
障
と
は
何
か

を
突
き
つ
け
ら
れ
た
神
戸
で
、
人
間
の
安
全
保

障
と
は
何
か
を
考
え
て
み
た
い
。

地
元
か
ら
、
粟
原
富
夫
さ
ん
（
神
戸
市
議
）

が
「
神
戸
方
式
の
意
義
」
、
全
港
湾
大
阪
支
部

副
委
員
長
の
山
元
一
英
さ
ん
が
「
大
阪
湾
の
軍

事
利
用
」
と
題
し
て
発
題
し
て
い
た
だ
い
た
。
）

こ
の
あ
と
、
若
干
の
質
疑
討
論
゜
神
戸
方
式
の

条
例
化
の
動
き
は
な
い
の
か
？
高
知
県
の
例

は
？
な
ど
。

そ
し
て
各
地
報
告
に
は
い
り
、
小
樽
・
函

館
・
室
蘭
（
新
倉
さ
ん
）
、
東
京
（
井
上
さ

ん
）
、
横
浜
（
沢
田
さ
ん
）
、
横
須
賀
（
鈴
木

さ
ん
）
、
泉
南
（
空
港
）
（
小
山
さ
ん
）
、
呉

（
湯
浅
）
、
松
山
（
奥
村
さ
ん
）
、
別
府
・
大

分
（
加
藤
さ
ん
）
、
熊
本
（
空
港
）
（
神
田
さ

ん
）
、
鹿
児
島
（
続
さ
ん
）
、
沖
縄
（
伊
波
さ

ん
）
と
統
い
た
。

特
別
報
告
と
し
て
名
護
の
宮
城
康
博
さ
ん

が
、
海
上
軍
事
空
港
に
反
対
す
る
運
動
の
経
過

と
方
向
に
つ
い
て
力
強
い
発
言
。

思
い
や
り
予
算
訴
訟
の
徐
さ
ん
は
、

5
 

1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉139号） No.61 1998.2.20 月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.61 1998.2.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通誉 139号）
4
 



二
月
三

H
、
イ
タ
リ
ア
北
部
カ
バ
レ
ー
ゼ
で
、
米
海
兵
隊
の

E
A
6
B
が
超
低
空
で
飛
行
中
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切

断
。
ゴ
ン
ド
ラ
の
乗
客
二

0
人
が
全
員
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
が
起
き
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
問
題
が
あ
ら
た
め
て
国
際
問
題
と
し
て
浮
上

し
根
本
的
な
見
直
し
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
タ
イ
ム
ズ
」
が
二
月
二
三

H
号
で

各
国
で
の
低
空
飛
行
問
題
を
レ
ピ
ュ
ー
し
た
興
味
深
い
記
串
を
掲
載
し
た
。

（
見
出
し
は
訳
者
と
編
集
部
）

世
界
中
で
悩
め
る
住
人
た
ち
が
航
空
訓
練
の
危

険
性
を
訴
え
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
ゴ
ン
ド
ラ
事

故
は
、
悲
劇
が
即
座
に
行
動
に
つ
な
が
る
最
新
の

例
で
あ
る
。
（
こ
の
記
事
は
、

R
I
C
H
A
R
D

B
O
U
D
R
E
A
U
X
,
 T
i

mes St
aff W
ri
t

e

r
に
よ
る
）

【
イ
タ
リ
ア
C

A
V
A
L
E
S
E
発
】
雪
に
覆
わ
れ
た

V
 a
l
di
 

F
i

emmeの
上
に
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
テ
ー
。
フ

に
囲
ま
れ
て
黄
色
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
ゴ
ン
ド
ラ
の

残
骸
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
青
い
空
は
あ
く
ま
で

静
か
で
、
け
た
た
ま
し
い
騒
音
で
、
こ
こ
の
ア
ル

プ
ス
の
住
民
に
何
十
年
も
の
苦
情
を
引
き
起
こ
し

て
き
た
戦
闘
機
も
今
は
皆
無
で
あ
る
。

墜
落
し
て
二

0
人
を
死
亡
さ
せ
た
そ
の
現
場
か

ら
移
動
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
ゴ
ン
ド
ラ
は

世
界
的
な
危
険
、
つ
ま
り
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ

「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
タ
イ
ム
ズ
」

（
ニ
・
ニ
三
）

イ
タ
リ
ア
事
故
で

見
直
し
の
声
高
ま
る

汎汀こ→ ,• ←' がUSTRiぇ

’"“"』""い‘
狂． 

輪血

る
低
空
飛
行
訓
練
の
、
峻
厳
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
こ
の
沈
黙
の
意
味
す
る
の

は
、
訓
練
に
対
す
る
民
間
人
の
反
対
と
い
う
地
上

軍
が
、
商
価
な
犠
牲
を
払
っ
て
勝
利
を
獲
得
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

海
兵
隊
の
プ
ラ
ウ
ラ
ー
が
ゴ
ン
ド
ラ
を
吊
る

ケ
ー
、
ブ
ル
を
切
断
し
て
引
き
起
こ
し
た
2

月
3

日
の

事
故
以
来
、
イ
タ
リ
ア
は
低
空
飛
行
を
禁
止
し
て

7
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財
政
と
組
織
・
会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ヘ
1
ー

ン
を
進
め
る
。
当
面
の
目
標
は
二

0
0人
(
]
そ

の
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
C

・
運
営
委
員

の
立
川
さ
ん
を
吉
田
さ
ん
へ
交
替
す
る
会
議

の
日
程
は
こ
れ
で
終
わ
り
、
昼
食
を
済
ま
せ
た

あ
と
、
神
戸
港
の
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
そ
ば
で
、

平
和
船
団
の
展
示
航
海
し
横
須
賀
、
呉
か
ら
持

ち
こ
ん
だ
九
隻
を
海
に
浮
か
べ
、
冷
た
い
風
を

も
の
と
も
せ
ず
、
市
民
に
向
け
て
港
の
軍
事
利

用
反
対
を
訴
え
た
。

更
に
、
三
月
一
一
日
に
は
、
代
表
五
人
で
、
神

戸
市
、
兵
庫
県
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
方

式
の
意
義
、
低
空
飛
行
な
ど
で
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。
神
戸
市
へ
は
、
昨
年
の
初
夏
か
ら
、

全
国
の
港
湾
を
も
つ
自
治
体
か
ら
神
戸
方
式
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
約

5
0件
に

も
な
る
と
の
話
を
聞
い
た
。

．
 

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
港
湾
の
問
題
を
全

国
的
な
視
野
で
議
論
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
闘
い
に
大
き
な
財
産
に
な
る
だ
ろ
う
。
必
ず

し
も
受
け
皿
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
当

初
、
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
不
安
も
あ
っ
た

が
、
神
戸
、
そ
し
て
大
阪
の
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
っ
て
、
会
議
を
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
し
、
こ

の
紙
面
を
通
じ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
C

◆
◆

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1111 1l11 躙．．i!11 ● ●躙・ • • • • • Ill • • 

1-■＇｀｀；； ~-~--1 
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I!-̀倉ニー薗iI れを説ら襲 l用 ALり 体た災 L説強自性ー店陸＾ 平 ・
I ざ表明か上ののi C 上--,‘゜害 C 明行衛と貫地用 8本 和 1 
I るにすで陸搭舟 rA 陸おそこ派 A でし隊目しに舟 9 日 船 • 
■ 行立るす作載艇 C用おしれ遣 C‘ たは的て配艇 0‘ 団 • 
• 為てこ゜戦とな C はのすてがにを自のつにー備＾ 0 自 の ． 
• でてとそをあの U L 輸み市慈対ェ衛でいつぉし L 卜衛 放
• す‘なの遂わで s a送'--民図すア隊すにぃぉよ C ン隊 送 1 
゜配＜軍行せす h n艦はは的るクは°何てすつ A ーは か • 

• 備‘事すれ゜i d‘‘ 皆な有ツ 呉の闘竺tcと人 ら • 
1 を派的るば対 o iす英知嘘効シ--,市説を て‘そ型 I 

： 胄尚悶昆」繋n，：名麟：；悶ンヨ皐貪閏翌 L一笙］だ翡 ： 
• すなにでお火っ ちはいる強型み田なて C す卜搭艦 • 
■ る災つあお型ま C 揚 L るこ調輸'--島ぃき A o ン救--, ・
• こ害いるすへり r陸 sことし送を町まま C 私ーすお． と旅てこみリ強 a 艦＇ l̀とは続艇輸なまし'--tこ 2 るぉ ： 
• を追何と'--コ裳tで、で、けと送ど配たのち隻強す
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＼
，
オ
'
,
i
,r
↓
G
-

f
仁
'
i
^
…
'
し
ふ
ん
f
ノ
は
こ
1

/

-

ク
j
、
し
ず
ん
し
喜
に
力
C
飼
グ
訟
明
i
ら
｀
力
っ
た
こ

，＇ごヮ―言
9

1

ー
油
忙
，
田
竺
て
い
ぞ

匹
＂
r
q
i
：
う
こ
，
ピ
氏
に
、
可
そ
ノ
ら
，
1

-

＇空

夏
三
き
キ
』
「
知
し
そ
よ
，
ク
ー
｛
｝
j
り
手
新
の

ピ
一
，
ヽ
大
脅
「
は
、
9

9

イ
コ
ン
ト
達
ガ
し
ば
し
ば
最
低

亡
A

へ
’
太
よ
し
に
り
、
～
「
盲
目
飛
行
」
：
9
-

ま
り
計
器

を
使
わ
ず
に
歪
人
で
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

:
1
手
紙
は
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
は
安
全

て
あ
り
、
国
防
上
の
利
益
に
合
致
す
る
も
の
だ
と

主
喘
し
て
い
た
）

一
少
な
く
と
も
う
ち
の
村
で
も
一
0

)

(

)

人
が
当

扁
に
電
話
し
て
、
屋
根
の
ア
ン
テ
ナ
が
落
ち
て
き

た
だ
の
、
窓
が
壊
れ
た
、
赤
ん
坊
が
起
き
た
、
年

寄
り
が
恐
が
っ
て
い
る
と
か
苦
情
を
言
っ
て
る
ん

だ
」
市
長
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
。
「
ワ

‘
:
'
凡
ノ
＇
タ
リ
｝
，
空
軍
に
四
）
五
回
は
自
分
で
電
話

し
た
な
：
結
局
ワ
シ
の
出
し
た
結
論
は
、
こ
う
い

A
5

采
在
を
計
酉
し
て
い
る
の
が
ま
さ
し
く
国
の
場

合
は
、
こ
ん
な
小
さ
な
村
が
で
き
る
こ
と
は
何
も

な
い
っ
て
こ
と
だ
。
」

同
様
の
抗
議
は
こ
の
山
岳
地
帯
に
散
在
す
る
他

の
村
々
か
ら
も
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら

そ
れ
ら
が
調
整
さ
れ
て
ま
と
ま
る
こ
と
は
な
か
っ

た
し
、
空
軍
の
地
域
司
令
部
を
越
え
て
伝
わ
る
こ

と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
国
防
省
の

記
し
で
は
、
過
去
三
年
間
に
ア
ル
プ
ス
地
方
か
ら

丁
度
―
-
(
)
件
の
苦
情
を
受
理
し
て
い
る
3

そ
の
う

ち
米
軍
の
飛
行
機
が
ら
み
の
五
件
は
ア
ビ
ア
ノ
米

か
つ
て
軍
用
機
の
事
故
が
市
民
の
反
対
運
動
を

い
る
。
こ
の
反
応
と
い
う
の
は
冷
戦
後
の
二
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て
い
る
。
つ
ま
り
警
告
は
何

度
も
無
視
さ
れ
る
。
悲
劇
が
起
こ
る
ま
で
。
そ
し

て
徐
々
に
こ
の
種
の
訓
練
に
対
す
る
忍
耐
と
許
容

度
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

空
軍
が
低
空
飛
行
を
実
施
す
る
の
は
、
敵
の

レ
ー
ダ
ー
を
避
け
る
な
ど
の
様
々
な
戦
時
の
飛
行

パ
タ
ー
ン
を
完
成
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
）
そ
れ
ら

は
普
通
田
舎
で
行
わ
れ
る
た
め
、
世
界
で
も
こ
の

低
空
飛
行
戦
闘
機
の
け
た
た
ま
し
い
雷
鳴
を
経
験

し
た
人
は
ほ
と
ん
ど
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実

だ
（
J
こ
の
爆
音
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
、
あ
る
日
本

の
環
境
運
動
家
は
こ
れ
を
例
え
て
、
「
巨
大
な
鉄

の
岩
が
窓
に
飛
び
込
ん
で
来
る
よ
う
だ
」
と
形
容

し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
こ

れ
ら
の
騒
音
や
飛
行
に
対
す
る
抗
議
の
声
（
時
と

し
て
米
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
向
け
ら
れ
る
）
は
、

今
や
徐
々
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

実
際
の
低
空
飛
行
訓
練
の
高
度
の
阪
界
は
、
大

部
分
の
軍
事
専
門
家
に
よ
っ
て
地
上
五
(

)

0

フ
ィ
ー
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
低
高
度
を
一

C
(
)
(
)

フ
ィ
ー
ト
と
倍
に
し
よ
う
と
い
う
（
少
な

く
と
も
一
時
的
に
は
）
イ
タ
リ
ア
の
決
定
は
他
の

国
の
活
動
家
を
勇
気
づ
け
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張

に
よ
れ
ば
、
最
低
高
度
と
い
う
の
は
本
質
的
に
危

険
で
あ
り
、
よ
く
無
視
さ
れ
る
。

呼
び
起
こ
し
、
ド
イ
ツ
は
事
実
上
低
空
飛
行
を
中

止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
の
訓
練
は
今
で

も
反
対
の
中
、
ベ
ル
ギ
）
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
ア

メ
リ
カ
、
そ
れ
に
韓
国
と
日
本
の
米
軍
基
地
の
近

く
で
実
施
さ
れ
て
い
る
e
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
空
軍
の

低
空
飛
行
は
お
隣
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
抗
議
を
呼
ん

で
い
る
。
u

ロ
シ
ア
上
空
で
は
軍
用
機
が
、
あ
る
軍
人
の
言

う
と
こ
ろ
の
「
垣
根
を
飛
び
越
す
よ
う
な
」
訓
練

飛
行
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
国
の
広
大
な

国
上
と
、
民
間
人
の
平
和
よ
り
も
軍
の
力
を
重
ん

じ
る
伝
統
が
、
人
々
の
反
対
を
抑
止
し
て
い
る
。

中
国
の
強
大
な
空
軍
は
、
草
の
根
か
ら
の
制
約
に

直
面
す
る
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
（
）
騒
動
は
、
混
雑

し
た
空
の
下
の
も
っ
と
民
主
的
な
区
域
に
限
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

ソ
連
の
レ
ー
ダ
ー
を
低
く
か
い
く
ぐ
る
よ
う
パ

イ
ロ
ッ
ト
を
訓
練
す
る
こ
と
は
、
冷
戦
中
を
通
じ

て
N
A
T
0
の
重
要
事
だ
っ
た
。
当
時
は
、
同
盟

国
の
ジ
ェ
ッ
ト
の
騒
音
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

「
自
由
の
音
響
」
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
訓
練
は
以
来
縮
小
さ
れ
は
し
た
が
、
廃
止
は

さ
れ
な
か
っ
た
。
今
日
の
紛
争
で
果
た
し
て
意
味

の
あ
る
訓
練
な
の
か
と
い
う
疑
問
に
も
か
か
わ
ら

ず。
こ
の
訓
練
を
売
り
込
む
の
は
ず
っ
と
困
難
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
人
は
な
い
。

ド
イ
ツ
議
会
で
の
環
境
保
護
派
の

W
i
n
f

ri
e

d

N
a
c
htw
e
ih
は
言
う
。
「
『
自
由
の
音
響
』
は
今
や

軍
基
地
へ
回
さ
れ
な
し
か
し
、
現
地
の
米
軍
の

幹
部
は
、
い
か
な
る
高
度
違
反
も
否
定
し
た
。
も

ち
ろ
ん
プ
ラ
ウ
ラ
ー
が
地
上
三
0

0

フ
ィ
ー
ト
の

高
度
で
ゴ
ン
ド
ラ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
切
断
す
る
ま
で

だ
が
。オ

ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
こ
れ
ら
の
国

か
ら
の
観
光
客
を
死
な
せ
た
惨
事
か
ら
二
週
間

た
っ
た
今
も
衝
撃
に
身
を
震
わ
せ
な
が
ら
、

G
im
o
z
z
i
市
長
は
言
う
。
「
当
局
を
動
か
し
て
あ
の

飛
行
機
ど
も
を
ワ
シ
ら
の
頭
の
上
か
ら
追
っ
払
う

に
は
、
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
血
の
犠
牲
が

必
要
だ
っ
た
て
こ
と
だ
」
。

米
伊
合
同
の
軍
の
調
査
団
が
、
乗
組
員
か
そ
の

司
令
官
が
法
廷
で
裁
か
れ
る
か
ど
う
か
決
定
す
る

ま
で
、
プ
ラ
ウ
ラ
ー
の
四
人
の
海
兵
隊
員
は
飛
行

禁
止
に
な
っ
て
い
る
。
米
伊
地
位
協
定
に
よ
る

と
、
す
べ
て
の
裁
判
は
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
イ
タ
リ
ア
の
文
民
当
局

は
自
分
た
ち
が
こ
の
事
件
を
審
理
で
き
る
よ
う
裁

判
権
の
委
譲
を
要
求
し
て
い
る
。

【
ド
イ
ツ
】

ド
イ
ツ
で
は
、

R
e
m
s
h
e
id
で
一
九
八
八
年
に
、

米
空
軍
の
対
戦
車
戦
闘
機
が
低
空
飛
行
訓
練
中
霧

の
中
で
視
界
を
失
い
激
突
。
数
十
軒
を
炎
上
さ

せ
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
地
上
の
六
人
を
死
亡
さ
せ
る

す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
血
の
代
償

実
際
に
は
効
果
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
イ
タ
リ

ア
人
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
自
分
た
ち
の
山
間
の
村

を
目
線
の
高
さ
で
う
な
り
な
が
ら
飛
ぶ
訓
練
を

N

A
T
O
に
抗
議
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
よ

う
な
訓
練
が
戦
火
で
疲
弊
し
た
ボ
ス
ニ
ア
／
ヘ
ル

ツ
ゴ
ビ
ナ
で
の

N
A
T
0
の
作
戦
を
支
援
す
る
た

め
頻
繁
に
な
っ
て
き
て
か
ら
は
。
い
く
ら
か
の
腹

立
た
し
い
飛
行
は
拡
張
中
の
イ
タ
リ
ア
北
東
部
の

A
v
ia
n
o
米
軍
基
地
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
多
く

は
イ
タ
リ
ア
の
戦
闘
機
だ
っ
た
。

C
a
v
a
l
e
s
e
市
長
の
M
a
u
r
o
G
il
m
o
z
z
i
に
よ
る
と
、

村
人
の
報
告
で
は
、
一
九
九

0
年
か
ら
一
九
九
七

年
の
間
に
ア
ル
プ
ス
地
方
で
所
属
を
特
定
で
き
な

い
戦
闘
機
が
ス
キ
ー
の
リ
フ
ト
ケ
ー
ブ
ル
に
四
度

接
触
し
て
い
る
。
そ
し
て
八

0
年
代
に
C
a
v
a
l
e
s
e

で
一
一
度
に
わ
た
っ
て
ケ
ー
ブ
ル
の
下
を
く
ぐ
る
と

と
い
う
惨
事
を
経
験
し
た
）
こ
の
事
故
は
冷
載
中

の
長
い
事
故
の
歴
史
（
ド
イ
ツ
空
軍
の
九
一
六
機

の
F
1
0
4
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
の
二
五
三
件
の

事
故
を
含
む
）
で
も
最
大
の
惨
事
で
、
西
ド
イ
ツ

の
住
民
に
、
世
界
の
低
空
飛
行
反
対
運
動
の
中
で

も
最
も
効
呆
の
あ
っ
た
ロ
ビ
ー
イ
ン
グ
を
行
な
わ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
年
後
、
飛
行
は
法
律
で

厳
し
く
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー

と
オ
ラ
ン
ダ
が
後
に
続
い
た
。

現
在
で
は
、
ド
イ
ツ
は
七
つ
の
特
別
区
域
を
設

定
し
て
、
そ
こ
で
は
地
上
高
度
二
四
六
か
ら
九
八

四
フ
ィ
ー
ト
の
高
度
で
の
飛
行
を
認
め
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で
の
飛
行
は
四

0
秒
に

制
阪
さ
れ
て
い
る
。
移
動
式
の
「
ス
カ
イ
ガ
ー

ド
」
レ
ー
ダ
ー
（
？
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
の
レ
ー
ダ
ー

の
よ
う
な
も
の
か
…
訳
者
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
違

反
機
を
摘
発
す
る
。
そ
し
て
、
民
間
人
が
違
反
を

空
軍
に
報
告
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
二
年

前
空
軍
は
、
新
型
の
ト
ル
ネ
ー
ド
戦
闘
機
の
エ
ン

ジ
ン
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
に
B
a
v
a
r
ia
上
空
で
制
阪

の
例
外
措
置
を
要
求
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か

し
観
光
立
県
を
目
指
す
州
当
局
の
強
硬
な
反
対
に

会
い

‘
-
0分
間
二
五
回
の
テ
ス
ト
ラ
ン
の
代
わ

り
に
、
わ
ず
か
九
回
に
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
昔
あ
ん
な
に
苦
し
ん
だ
ド
イ
ツ
で
す
が
、
今

で
は
大
部
分
の
地
域
で
低
空
飛
行
は
些
細
な
問
題

に
な
っ
て
ま
す
」
と
語
る
の
は
元
ド
イ
ツ
空
軍
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
現
在
は
議
会
に
低
空
飛
行
全
面

禁
止
を
訴
え
て
い
る
N
a
c
ht
w
e
ih
だ
。
「
冷
戦
時
代

こ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
低
空
飛
行
事
故

し
ば
し
ば
『
空
か
ら
の
恐
怖
』
と
感
じ
ら
れ
れ
て

い
る
。
」
「
巨
大
な
ソ
連
の
脅
威
が
去
っ
た
今
、

一
般
の
人
に
こ
の
種
の
訓
練
が
依
然
と
し
て
必
要

だ
と
分
か
ら
せ
る
の
は
、
世
界
中
の
軍
の
責
任
者

に
と
っ
て
だ
ん
だ
ん
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
」

と
語
る
の
は
、
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
ラ
ン
ド
研
究
所

の
空
軍
問
題
の
専
門
家
B
e
nj
a
m
in
L
a
m
b
et
h
だ。

「
軍
の
指
導
者
た
ち
に
は
、
そ
れ
を
や
る
場
所
を

見
つ
け
る
の
が
、
今
後
ず
っ
と
続
く
課
題
に
な
る

で
し
ょ
う
」
。

，
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の
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
は
、
橋
の
下
を
潜
っ
た
と
か
い

う
自
慢
話
を
好
ん
で
し
た
も
の
で
す
。
今
そ
ん
な

こ
と
を
や
っ
た
ら
、
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
で
し
ょ

う
が
。
」

ド
イ
ツ
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
と
の

そ
れ
ぞ
れ
二
国
間
協
定
に
よ
っ
て
、
大
部
分
の
低

空
飛
行
訓
練
を
、
カ
ナ
ダ
の
L
a
b
r
a
d
o
r
に
あ
る

G
o
o
s
e
 
B
a
y
空
軍
基
地
と
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の

H
o
l
l
o
m
a
n
空
軍
基
地
に
移
し
て
い
る
。

「
低
空
飛
行
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
ん
ま
り
評
判

が
悪
い
も
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
人
口
の
少
な
い
と

こ
ろ
に
押
し
付
け
よ
う
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
」
と
憤
洒
や
る
か
た
な
い
の
は
、
ネ
バ
ダ
州

R
e
n
o
の
G
r
a
c
e
P
o
to
r
t
i
。
彼
が
作
る
「
軍
の
責
任
の

た
め
の
地
域
連
合
」
は
十
三
年
間
に
も
わ
た
っ
て

合
衆
国
で
の
そ
う
い
う
訓
練
に
使
わ
れ
る
こ
と
と

闘
っ
て
き
た
。
米
国
で
は
、
連
邦
航
空
局
は
、
主

と
し
て
西
部
で
空
軍
基
地
か
ら
は
る
か
離
れ
た
田

舎
に
空
の
回
廊
を
、
数
千
マ
イ
ル
に
わ
た
っ
て
軍

の
低
空
飛
行
訓
練
域
と
し
て
認
め
て
い
る
。

G
8
s
e
 B
a
y
空
軍
基
地
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ

リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
カ
ナ
ダ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
が

N
A
T
O
主
催
で
、
年
間
七

0
0
0回
の
低
空
飛
行

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
地
元
の
人
た
ち
は
大
い

に
怒
り
、
騒
音
が
ラ
ブ
ラ
ド
ル
や
北
ケ
ベ
ッ
ク
で

の
カ
リ
ブ
ー
（
野
生
ト
ナ
カ
イ
）
の
移
動
の
パ

タ
ー
ン
を
変
え
て
狩
り
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

言
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
政
府
は
そ
の
反
対
を
却
下

し
、
九
六
年
に
は
更
な
る
飛
行
を
認
め
る
協
定
を

治
療
費
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
合
意
し
た
。
そ
れ

は
日
本
の
当
局
が
落
馬
の
際
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

示
し
、
こ
れ
は
F
1
6
の
騒
音
で
あ
る
と
判
断
し
た

か
ら
だ
。

＊
ソ
ウ
ル
の
近
く
の
三
五

0
0人
の
緯
国
の
村
民

ヵ
‘
一
人
当
り
六
―
一
五
（
）
＄
の
損
害
賠
償
の
訴
え

を
起
こ
し
て
い
る
C

低
空
飛
行
の
米
空
軍
機
に
よ

る
汚
染
と
模
擬
爆
弾
に
よ
る
損
害
で
あ
る
。
彼
ら

が
法
廷
に
訴
え
る
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
、
米
軍

滑
走
路
が
彼
ら
の
水
田
や
養
魚
場
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
移
転
せ
よ
と
い
う
要
求
に
対
し
て
、
韓
国

政
府
が
米
側
の
味
方
を
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

＊
日
本
で
は
、
市
民
が
毎
年
の
大
和
市
周
辺
の
米

海
軍
に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
の
禁
止
を
請
願

し
て
い
る
。
ま
た
沖
縄
上
空
の
米
空
軍
の
飛
行
を

制
阪
す
る
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
。
九
こ
七
人
の

原
告
団
の
沖
縄
訴
訟
は
、
騒
音
被
害
が
難
聴
や
未

熟
児
誕
生
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い

る。〕

「
米
軍
機
が
通
る
と
、
電
話
で
話
し
も
で
き

ん
c
>

」
と
電
話
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
る
の
は

七
ニ
オ
の
タ
モ
ツ
・
ス
ズ
キ
（
鈴
木
保
厚
木
基
地

爆
音
防
止
期
成
同
盟
委
員
長
…
訳
注
）
。
彼
は
騒

音
公
害
の
歴
戦
の
活
動
家
だ
。
）
「
今
日
は
ど
う
し

て
話
が
で
き
る
の
か
っ
て
？
そ
り
や
連
中
が
イ
ラ

ク
に
行
っ
て
る
か
ら
さ
！
」

日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
係
争
で
普
通
ア
メ
リ
カ

結
ん
だ
。

【
イ
ギ
リ
ス
】

イ
ギ
リ
ス
空
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
低
空
飛
行
訓

練
に
習
熟
し
て
い
て
、
自
国
で
の
広
い
空
域
で
訓

練
を
続
け
て
い
る
。
国
防
省
に
よ
る
と
、
一
年
に

四
0
0
0か
ら
六

0
0
0件
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
は
い
る
の
だ
が
。
唯
一
、
西
海
岸
の
マ
ン
島
上

空
で
の
み
、
抗
議
の
住
民
が
飛
行
禁
止
を
勝
ち

取
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
の
事
故
を
受
け
て
、
こ
の

島
の
ケ
ル
ト
連
合
の
代
表
の
炉
r
n
a
r
d
M
o
ffattは全

国
的
な
禁
止
を
要
求
し
て
い
る
。
「
本
当
に
幸
運

な
偶
然
だ
け
な
ん
で
す
」
と
彼
は
警
告
す
る
「
イ

ギ
リ
ス
で
大
惨
事
が
こ
れ
ま
で
起
こ
ら
な
か
っ
た

の
は
」
。
イ
ギ
リ
ス
の
許
可
空
域
で
は
、
米
空

軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
達
も
こ
こ
で
訓
練
し
て
い
る

が
、
国
上
の
大
部
分
で
は
二
五

0
フ
ィ
ー
ト
ま
で

の
商
度
が
許
可
さ
れ
て
い
て
、
中
央
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
ボ
ー
ダ
ー
の
―
―
―
つ
の
地
域
の

人
口
の
少
な
い
地
方
で
は
一

0
0
フ
ィ
ー
ト
ま
で

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
地
域
は
か
な
り
保
守
的
な
ん
で

す
。
」
と
語
る
の
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン

バ
ラ
に
住
む
軍
事
環
境
保
護
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

M
己
c
o
l
m
Sp
a
v
e
n
だ
゜
彼
に
よ
る
と
禁
止
の
圧
力
と

い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
。

「
住
民
は
大
部
分
が
豊
か
な
農
場
主
な
ん
で
す
。

現
実
問
題
と
し
て
指
摘
で
き
る
一
番
大
き
い
点

は
、
家
畜
で
し
ょ
う
。
で
も
農
場
主
達
は
、
た
ん

ま
り
損
害
補
償
を
受
け
取
っ
て
る
ん
で
す
か
ら

側
に
つ
い
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は
こ

の
抗
議
が
個
人
や
小
さ
な
地
域
運
動
か
ら
、
民
間

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
労
組
に
広
が
っ
て
き
た
。
米
軍
機

は
通
常
日
本
の
上
を
一
日
三
回
の
低
空
飛
行
訓
練

を
す
る
が
、
民
間
機
に
危
険
な
ほ
ど
接
近
す
る
、

と
ハ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
は
警
告
し
て
い
る
。
彼
ら
は

規
制
を
要
求
し
て
い
る
。

苦
情
は
米
国
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に

悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る

米
軍
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
対
す
る
世
界
中
で
頻
繁

に
な
っ
て
い
る
苦
情
は
、
彼
ら
に
向
こ
う
見
ず
の

「
ト
ッ
プ
ガ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
お
り
、

そ
れ
が
今
回
の
イ
タ
リ
ア
の
悲
劇
で
更
に
強
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
3

ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
ロ
ッ
ト
や
そ

の
他
の
人
た
ち
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
不
公
平
だ
と

指
摘
す
る
人
も
あ
る
。

「
よ
く
事
情
を
知
ら
な
い
素
人
は
、
戦
闘
機
が

地
上
一
(

)

0

か
ら
一
一
(
)
0
)

フ
ノ
‘
ー
ト
で
五

(
u
o

ノ
ッ
ト
で
煙
を
出
し
て
飛
ん
で
る
の
を
み
る
と
、

乗
組
員
が
楽
し
ん
で
る
ん
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

実
際
に
は
彼
ら
は
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
集
中
し

て
る
ん
で
す
が
。
」
と
語
る
の
は
ラ
ン
ド
研
究
所

の
専
門
家

L
a
m
b
e
th
"

「
私
の
二
（
）
年
間
の
ア
メ

リ
カ
人
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
観
察
経
験
か
ら
言
う
と
、

彼
ら
は
地
上
に
い
る
人
を
驚
か
す
よ
う
な
状
況
を

作
り
出
す
の
を
避
け
る
の
に
と
っ
て
も
気
を
遣
っ

て
い
ま
す
。
ま
あ
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
無
理
な
こ

ね
」
。昨
年
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
は
、
こ
の
国
で
一
年
に

生
ま
れ
た
六

0
0万
頭
の
羊
う
ち
六
頭
の
死
亡
の

責
任
を
認
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
グ
ル
ー
プ
「
空
の
自
由
」
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

騒
音
が
低
空
飛
行
域
に
あ
た
る
こ
の
地
域
の
子
供

た
ち
の
聴
覚
を
損
ね
て
い
る
と
の
訴
え
は
退
け

た。【
そ
の
他
の
各
国
】

世
界
中
で
騒
音
を
撒
き
散
ら
す
危
険
な
航
空
機

訓
練
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
市
民

が
、
官
僚
制
の
中
や
法
廷
で
反
撃
し
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
は
様
々
で
あ
る
。

＊
一
九
九
五
年
に
自
閉
症
の
十
代
の
少
年
F
r
a
n
k

S
e
yは、

G
h
e
n
t
の
そ
ば
の
自
分
の
村
の
上
空
を
飛

ぶ
ベ
ル
ギ
ー
空
軍
の
F
1
6
の
騒
音
を
聞
い
て
、
自

分
の
補
聴
器
を
取
り
外
し
た
。
彼
の
父
が
法
廷
で

語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
そ
れ
を
一
一
度
と

付
け
る
こ
と
を
拒
む
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
見
た
だ
け
で
ピ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
が
騒
音
の
源
で
あ
る
と

思
い
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
一
年
間
の
審
理
の

後
、
昨
年
の
秋
上
告
審
は
、
そ
の
村
上
空
で
の
飛

行
禁
止
を
空
軍
に
対
し
て
申
し
渡
し
た
。

＊
一
九
九
五
年
の
八
月
、
別
の
低
空
飛
行
の
F
1
6

が
日
本
の
北
東
部
で
馬
を
驚
か
し
、
乗
馬
練
習
中

の
婦
人
を
振
り
落
と
し
、
彼
女
は
胸
部
脊
椎
を
損

傷
し
た
。
米
空
軍
は
最
初
責
任
を
否
定
し
た
が
、

後
に
こ
の
四

0
オ
の
女
性
に
五
万
六
一

0
0＄
を

と
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
」
世
界
の
あ
ち
こ

ち
で
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
元
米
空
軍
の
戦
闘
機

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
D
o
n
M
a
c
iej
e
w
s
k
i
が
言
う
に
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
は
注
意
深
い
の
と
向
こ
う
見
ず
の

が
い
る
。
し
か
し
彼
が
非
難
す
る
の
は
、
低
空
飛

行
の
危
険
性
に
対
す
る
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
彼
が
言
う

と
こ
ろ
の
「
血
の
優
先
順
位
」
と
い
う
態
度
で
あ

る
。
「
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
•
•
こ
う
い
う
こ
と
だ

ね
。
わ
れ
わ
れ
が
訓
練
を
続
け
て
い
て
何
か
ま
ず

い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
す
る
。
そ
れ
じ
ゃ
、
や
り

方
を
変
え
よ
う
か
、
と
な
る
訳
だ
」
と
、
今
は
フ

ロ
リ
ダ
州
の
Ja
c
k
s
o
n
v
ille
で
弁
護
士
を
し
て
い
る

M
a
c
iej
e
w
s
k
i
は
言
う
。
「
そ
れ
は
抑
止
の
心
理

じ
ゃ
な
い
ん
だ
o

平
和
な
時
に
軍
が
抑
止
の
方
向

に
向
か
う
の
を
見
て
み
た
い
も
ん
だ
け
ど
。
で
も

軍
の
司
令
官
は
大
部
分
が
う
る
さ
く
言
わ
れ
る
の

が
い
や
な
ん
だ
」
。
退
役
海
軍
少
将
で
、
ワ
シ
ン

ト
ン
の
国
防
情
報
セ
ン
タ
ー
の
E
u
gen
e
I.Carroll
は

ペ
ン
タ
ゴ
ン
を
批
判
し
て
い
る
が
、
彼
は
低
空
飛

行
訓
練
そ
の
も
の
を
一
切
止
め
て
し
ま
っ
て
、
危

険
を
取
り
除
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
冷
戦
後
の
紛
争
に
は
、
も
は
や
低
空
飛
行
訓

練
は
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

ヘ
ン
タ
ゴ
ン
の
高
官
た
ち
は
反
綸
す
る
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
た
ち
は
低
高
度
で
爆
弾
を
落
と
さ
ね
ば
な

ら
な
い
状
況
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
他
の
戦
闘

機
と
の
ド
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
で
低
空
を
飛
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
対
空
ミ
サ
イ
ル
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
強
調
す
る
の
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沖縄かしi沖縄がかわればアジア・太平洋がかわる！

〒901-22

沖縄県宜野湾市志真志517-1

沖縄屯応教平和でン←気付

TEL 098(898)6628 

FAX 098(897)6653 

郵便振替鹿児島2-11249 イタリアで事故を起こしたEA6B（厚木基地で・写真提供金子ときお）

は
、
と
り
わ
け
イ
ラ
ク
と
北
朝
鮮
は
、
低
空
飛
行

が
対
策
と
し
て
有
効
な
防
空
レ
ー
ダ
ー
を
持
っ
て

い
る
。ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
こ
の
訓
練
を
行
う
の
に
適
切
な

場
所
を
見
つ
け
る
の
が
、
最
近
は
徐
々
に
苦
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
、
と
あ
る
高
官
は
認
め
る
。

「
こ
れ
ま
で
は
我
々
は
、
必
要
と
す
る
も
の
は
何

と
か
や
り
く
り
を
つ
け
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は

際
ど
い
状
況
だ
っ
た
。
」
と
彼
は
言
う
。
ゴ
ン
ド

ラ
の
整
落
事
件
は
、
一
み
ん
な
を
は
る
か
に
先
行

き
不
安
に
さ
せ
る
だ
ろ
う
l

~

]

（
訳
•
青
木
雅
彦
）

報
告
⑳

「
沖
縄
か
ら
」

「
沖
縄
ボ
イ
ス
」

編
集
委
員

伊
波
洋
一

（
沖
縄
県
議
会
議
員
・
前
沖
縄
中

部
地
区
労
事
務
局
長
）

米
国
に
よ
る
一
方
的
な
攻
撃
開
始
の
秒
読
み

が
始
ま
っ
て
い
た
イ
ラ
ク
攻
撃
が
ア
ナ
ン
国
連

事
務
総
長
の
仲
介
で
回
避
さ
れ
、
世
界
中
の
平

和
を
求
め
る
多
く
の
人
々
が
、
ほ
っ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
こ
と
と
思
う
（
）

広
大
な
数
多
く
の
米
軍
基
地
と
隣
り
合
っ
て

葬
ら
す
沖
縄
県
民
は
、
世
界
各
地
で
米
軍
が
起

こ
す
戦
争
の
緊
張
を
常
に
共
有
し
て
き
た
。
沖

縄
で
米
軍
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
へ
の
抗
議
行
動

が
大
き
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
イ
ラ
ク
攻

撃
が
回
避
さ
れ
て
多
く
の
沖
縄
県
民
が
ほ
っ
と

し
た
こ
と
は
確
か
だ
。

イ
ラ
ク
攻
撃
で
も
沖
縄
の
米
軍
が
管
理
し
て

名
護
市
の
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
沖
へ
の
海
上

海
上
ヘ
リ
墓
地
に
異
論
続
出

い
る
装
備
や
弾
薬
が
搬
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

し
、
早
期
警
戒
機

(
A
W
A
C
S
)
や
空
中
給

油
機
、

F
1
5
戦
闘
機
な
ど
の
一
部
は
イ
ラ
ク
攻

撃
の
た
め
に
出
動
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ラ
ク
攻
撃
で
沖
縄
以
外

の
在
日
米
軍
の
果
し
て
い
る
役
割
も
大
き
く
、

ト
マ
ホ
ー
ク
巡
航
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
を
母
港
と

し
て
い
る
米
軍
艦
船
か
ら
発
射
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
し
、
厚
木
基
地
な
ど
で
緊
急
に
夜
間
離
発
着

訓
練
を
強
行
し
て
湾
岸
に
派
遣
さ
れ
た
数
多
く

の
艦
載
機
が
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
か
ら

イ
ラ
ク
各
地
で
爆
撃
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。

海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
反
対
を
表
明
し
た
大

田
県
政
は
、
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
代
わ
る
措

置
で
の
普
天
間
飛
行
場
全
面
返
還
の
実
現
を
日

米
両
政
府
に
求
め
な
が
ら
‘
―

1
0
一
五
年
ま
で

に
米
軍
基
地
を
全
廃
す
る
と
い
う
基
地
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、
在
沖

米
軍
基
地
の
七
六
％
を
占
め
る
米
海
兵
隊
の
削

減
・
撤
退
を
強
力
に
求
め
て
い
く
こ
と
を
開
会

中
の
2

月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
次
年
度
の
施

政
方
針
の
な
か
で
明
ら
か
に
し
た
。

＜困1>

低空飛行が確認
された自治体
最新の確認時期
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1キャッチピースのアンケート調査 (96年）より

ヘ
リ
建
設
に
つ
い
て
、
日
米
両
政
府
の
主
要
な

官
庁
や
有
力
者
達
か
ら
異
論
が
続
出
し
て
い

る
。
一
番
に
影
響
力
の
あ
り
そ
う
な
提
起
は
、

米
国
議
会
に
付
属
し
て
る
米
国
会
計
検
査
院

(
G
A
0
)
が
今
月
三
月
二
日
に
出
し
た

S
A

C
0
の
評
価
報
告
「
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
影
響
の
削
減
に
関
す
る
問
題
」

だ
。
米
国
会
計
検
査
院
の
評
価
報
告
は
、
通
常

極
め
て
影
響
力
の
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
今
回

の
報
告
が
実
質
的
な
立
法
、
予
算
を
行
な
う
米

国
議
会
議
員
の
判
断
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

米
会
計
検
盃
院
が
懸
念
を
報
告

同
報
告
書
は
、
海
上
ヘ
リ
基
地
に
つ
い
て

「
設
計
・
建
設
の
段
階
で
二
十
四
億
ド
ル
（
約

四
千
五
百
億
円
）
か
ら
四
十
九
値
ド
ル
（
六
千

六
百
億
円
）
の
負
担
を
日
本
に
か
け
る
。
海
上

施
設
の
維
持
費
は
現
行
を
大
き
く
上
回
る
と
予

想
。
設
計
・
建
設
の
段
階
で
四
十
憶
ド
ル
（
五

千
四
百
億
円
）
の
費
用
が
か
か
る
と
の
前
提

で
、
今
後
四
十
年
間
で
海
上
施
設
の
維
持
費
に

八
十
億
ド
ル
（
一
兆
八
百
億
円
）
か
か
る
と
試

算
維
持
費
は
、
現
在
の
普
天
間
基
地
で
年
間

維
持
費
約
二
百
八
十
万
ド
ル
（
約
―
―
―
低
八
千
万

円
）
だ
が
、
海
上
基
地
は
年
約
一
一
億
ド
ル
(
-
―

百
七
十
億
円
、
普
天
間
基
地
の
七
十
一
倍
）
も
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か
か
る
）
年
四
回
以
上
も
接
近
す
る
台
風
や
津
波
も
脅

威
で
あ
り
、
海
上
で
あ
る
た
め
に
塩
害
に
よ
る

腐
食
も
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
、
海
上
施
設
で
の
通
常
作
戦
に
よ
り
環

境
が
汚
染
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
航
空
機
の

洗
浄
液
が
誤
っ
て
流
れ
出
た
り
、
不
意
の
燃
料

漏
れ
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
が
汚
染
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
つ
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
り

げ
な
く
耐
用
年
数
を
四
十
年
と
す
る
な
ど
沖
縄

基
地
固
定
化
の
意
志
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
同

報
告
害
は
日
本
政
府
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
、
橋
本
首
相
は
内
閣
審
議
官
レ
ベ
ル
の
担
当

者
を
沖
縄
に
派
遣
し
て
代
案
を
含
め
て
県
知
事

ら
と
の
話
し
合
い
を
行
な
う
と
衆
議
院
予
算
委

員
会
で
表
明
し
た
。

航
空
自
衛
隊
―
元
幹
部
も
批
判

前
自
衛
隊
南
西
航
空
団
司
令
で
前
沖
縄
連
絡

調
整
官
佐
藤
守
氏
が
、
「
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は

机
上
の
空
論
」
と
論
文
を
先
月
発
売
さ
れ
た
月

刊
誌
諸
君
四
月
号
で
発
表
し
、
海
上
基
地
建
設

を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

佐
藤
氏
は
、
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
で
で
き

い
る
航
空
機
は
潮
風
に
弱
く
、
洋
上
訓
練
終
了

後
は
機
体
を
丁
寧
に
洗
浄
し
て
か
ら
格
納
す

る
。
海
上
ヘ
リ
基
地
で
は
、
訓
練
の
度
に
「
機

新
名
護
市
長
も
反
対
を
表
明

建
設
推
進
派
に
推
薦
さ
れ
当
選
し
た
岸
本
名

護
市
長
は
、
三
月
―
―
十
三
日
の
定
例
市
議
会
で

海
上
基
地
建
設
に
つ
い
て
の
「
今
後
、
政
府
に

よ
る
市
へ
の
圧
力
が
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
ど
う
対
処
す
る
か
」
と
の
質
問
へ
の
答
弁

で
「
橋
本
首
相
が
公
式
の
場
で
発
言
し
て
い
る

-
「
地
元
の
頭
越
し
に
し
な
い
』
と
い
う
言
葉
を

信
じ
て
い
る
。
も
し
も
理
不
尽
な
圧
力
を
か
け

て
く
る
の
な
ら
断
固
、
対
抗
し
た
い
」
と
述

べ
、
「
海
上
ヘ
リ
問
題
は
知
事
の
判
断
に
ゆ
だ

ね
、
そ
の
結
論
に
従
う
」
と
の
選
挙
期
間
中
か

ら
の
考
え
に
変
わ
り
の
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

建
設
予
定
地
で
の
国
際
保
護
動
物
ジ
ュ
ゴ
ン

の
生
息
や
広
範
囲
の
藻
場
や
サ
ン
ゴ
の
分
布
な

ど
で
海
上
ヘ
リ
基
地
建
設
の
困
難
さ
は
日
増
し

に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
＞
三
月
一
日
の
沖

純
タ
イ
ム
ス
は
．
前
日
建
設
マ
工
疋
内
を
ゆ
っ
た

り
泳
ぐ
金
色
に
輝
く
ジ
ュ
ゴ
ン
の
三
つ
の
写
真

を
載
せ
て
い
る
（
）
鼻
か
ら
潮
を
吹
い
て
潜
水
を

繰
り
返
し
、
胸
び
れ
が
人
の
手
の
指
の
よ
う
に

分
か
れ
て
い
る
こ
と
も
は
っ
き
り
確
認
で
き

る
C

い
ず
れ
、
日
本
政
府
は
海
上
ヘ
リ
基
地
建

設
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

9

メ
ゎ
匁
，
＂
辺
野
古
沖
を
泳
ぐ
ジ
ュ
ゴ
ン

（
「
朝
日
新
聞
」
三
月
一
日
よ
り
）

体
洗
浄
」
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
毎
日

約
五
百
ト
ン
の
真
水
が
必
要
と
な
る
。
機
体
洗

浄
の
排
水
に
は
当
然
、
オ
イ
ル
等
の
物
質
が
混

入
し
て
い
る
か
ら
浄
水
装
置
も
必
要
と
な
る
。
）

し
か
し
、
い
か
に
厳
重
で
高
価
な
浄
水
装
置
を

つ
け
て
も
汚
水
流
出
事
故
が
皆
無
に
な
る
と
は

思
え
な
い
゜
兵
隊
の
生
活
排
水
や
汚
水
も
同
様

だ
と
指
摘
。県

民
大
会
に
五
千
人

海
上
ヘ
リ
基
地
の
押
し
つ
け
に
反
対
し
普
天

間
基
地
の
無
条
件
全
面
返
還
•
海
兵
隊
の
削
減

を
求
め
る
県
民
大
会
が
三
月
―
一
十
四
日
に
那
覇

市
で
開
催
さ
れ
、
名
護
市
や
宜
野
湾
市
の
市
民

グ
ル
ー
プ
や
女
性
団
体
な
ど
約
五
千
名
が
参
加

し
た
。

S
A
C
0報
告
及
び
海
上
ヘ
リ
基
地
問

題
に
関
し
て
三
度
目
の
大
会
で
あ
る
が
、
平
和

運
動
団
体
に
結
集
す
る
労
働
団
体
や
市
民
及
び

革
新
政
党
が
呼
び
か
け
て
多
く
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
私
の
出
身
組
織
で
あ
る
宜
野
湾
市
職

員
労
組
も
五
百
五
十
名
の
組
合
員
か
ら
約
百
名

が
大
塑
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
参
加
し
た
。

与
党
県
議
団
の
呼
び
掛
け
に
よ
る
県
民
大
会

だ
っ
た
の
で
、
大
会
終
了
後
の
デ
モ
行
進
の
最

前
列
を
県
議
団
が
行
進
し
た
。
沿
道
の
関
心
も

高
く
、
那
覇
市
第
一
の
繁
華
街
で
あ
る
国
際
通

り
の
両
側
で
多
く
の
市
民
が
立
ち
止
ま
っ
て
声

援
を
デ
モ
の
長
い
列
に
送
っ
て
い
た
。

こ
の
県
民
大
会
を
成
功
さ
せ
た
後
で
、
五
月

十
七
日
の
普
天
間
飛
行
場
包
囲
行
動
が
提
起
さ

れ
る
予
定
が
あ
り
、
並
日
夭
間
飛
行
場
の
無
条
件

全
面
返
還
を
実
現
す
る
た
め
に
全
県
民
が
政

党
・
党
派
を
越
え
て
基
地
包
囲
を
行
な
う
こ
と

に
な
る
。
全
国
か
ら
の
参
加
も
期
待
し
た
い
。

後
藤
田
正
晴
氏
も
兵
力
削
減
を
提
言

今
月
三
月
四
日
の
朝
日
新
聞
に
元
副
総
理
の

後
藤
田
正
晴
氏
が
「
安
保
と
沖
縄
の
原
点
に
立

ち
返
れ
」
と
題
し
て
寄
稿
し
、
日
本
政
府
が
海

上
ヘ
リ
基
地
建
設
に
な
お
執
着
し
て
い
る
こ
と

は
成
田
の
よ
う
な
泥
沼
の
反
対
運
動
を
生
む
ボ

タ
ン
の
か
け
違
い
に
な
る
と
批
判
し
た
。
む
し

ろ
、
二

0
一
五
年
ま
で
に
基
地
を
全
廃
す
る
と

い
う
県
民
の
願
望
を
十
分
理
解
し
て
兵
力
の
削

減
を
視
野
に
い
れ
て

S
A
C
0合
意
を
見
な
お

し
て
政
府
が
解
決
に
尽
く
す
べ
き
だ
と
提
言
し

た
。
さ
ら
に
、
九
十
年
に
一
一
百
十
万
人
だ
っ
た

米
国
の
総
兵
力
が
百
五
十
万
人
に
な
っ
た
こ
と

も
ふ
ま
え
て
、
政
府
と
沖
縄
県
が
現
状
を
見
つ

め
直
し
、
兵
力
の
削
減
を
含
め
た
打
開
策
も
っ

て
米
側
と
再
協
議
を
行
な
う
努
力
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
幾
つ
も
の
批
判
や
提
言
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
あ
く
ま
で
海
上
ヘ
リ
基

地
を
建
設
す
る
方
針
を
変
え
て
い
な
い
。
大
蔵

省
な
ど
金
融
行
政
の
不
祥
事
や
経
済
不
況
対
策

な
ど
厳
し
い
国
政
運
営
で
綱
渡
り
的
な
状
況
に

あ
る
橋
本
首
相
も
、
こ
の
時
点
で
は
内
閣
の
命

取
り
に
も
な
り
か
ね
な
い
海
上
ヘ
リ
基
地
問
題

に
つ
い
て
の
政
策
変
更
を
行
い
た
く
な
い
の
だ

ろ
う
。基

地
内
P
C
B
の
処
理
不
透
明

開
催
中
の
沖
縄
県
議
会
の
予
算
委
員
会
で
、

私
は
、
米
軍
基
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
確
実
と
予
想
さ
れ
る
膨
大
な
贔
の

P
C
B
問

題
と
基
地
内
廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
沖
縄

県
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
米
軍
基

地
内
の
情
報
に
つ
い
て
は
米
軍
が
公
開
し
な
い

の
で
十
分
に
掌
握
で
き
て
い
な
い
と
し
か
県
は

回
答
で
き
な
か
っ
た
。

米
国
の
環
境
対
策
・
廃
棄
物
処
理
会
社
が
日

本
政
府
に
出
し
た
文
書
に
、
か
っ
て
米
軍
基
地

内
で
使
用
さ
れ
た
日
本
製
P
C
B
及
び
変
圧
器

等
の

P
C
B
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
機
器
が
在

沖
米
軍
基
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
情
報
公
開

さ
れ
て
い
た
嘉
手
納
基
地
と
マ
リ
ン
基
地
に
つ

い
て
の

P
C
B
処
理
手
順
を
再
度
読
み
返
し
て

み
る
と
両
者
に
は
違
い
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

在
沖
海
兵
隊
司
令
官
が
出
し
た
一
九
八
九
年

四
月
二
四
日
付
の
「
オ
イ
ル
と
有
害
廃
棄
物
の

処
理
手
順
」
に
よ
る
と
、

P
C
B
の
混
入
し
た

廃
棄
オ
イ
ル
は
、
（

a
)
0
1
四
九

P
P
M
、

(

b

）
五

0
1
四
九
九
P
P
M、
(

C

)

五
0

O
P
P
M
以
上
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
内

五
O
P
P
M以
上
の
(

b

)

と
(

C

)

は
最
終
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廃
東
の
た
め
に
米
国
に
返
送
す
る
と
定
め
て
い

る
一
方
、
嘉
手
納
基
地
司
令
官
が
出
し
た
一

九
八
九
年
四
月
九
日
付
の
「
有
害
物
質
お
よ
び

疑
棄
物
処
理
計
画
」
の

P
C
B
処
理
計
画
で
は

海
兵
隊
同
様
に
（
a

)

0

1

四
九

P
P
M
、

(

b

）
五

C
-
四
九
九

P
P
M
、
(

C

)

五
0

(

u

p
p
M
以
上
の
一
二
つ
に
区
分
し
た
上
で
国
防

再
利
用
売
却
事
務
所

(
D
R
M
o
-
O
K
I
N

A
W
A
)
に
搬
入
す
る
と
し
、
国
防
再
利
用
売

却
事
務
所
が

P
C
B
オ
イ
ル
及
び
汚
染
機
器
の

廃
棄
処
理
の
契
約
を
行
な
う
と
し
て
い
る
が
、

F
C
B等
に
つ
い
て
は
米
国
の
環
境
保
護
行
政

当
局
、
若
し
く
は
日
本
政
府
及
び
沖
縄
県
の
環

境
行
政
当
局
が
廃
棄
処
理
業
者
を
認
可
す
る
ま

で
保
管
す
る
と
し
て
い
る
。

両
者
の
処
理
手
順
の
違
い
に
よ
れ
ば
、
海
兵

隊
の
五

□P
P
M
以
上
の

P
C
B
混
入
オ
イ
ル

は
米
国
に
返
送
さ
れ
廃
棄
処
理
さ
れ
る
が
、
嘉

手
納
空
軍
基
地
内
で
は

P
C
B
処
理
を
米
国
政

府
か
認
可
し
な
い
場
合
は
、
日
本
政
府
及
び
沖

縄
県
が
認
可
す
る
ま
で
基
地
内
で
保
管
す
る
こ

と
に
な
る
）

前
述
の
米
国
の
環
境
対
策
・
廃
棄
物
処
理
会

社
か
日
本
政
府
に
出
し
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
米

国
よ
沖
縄
返
遠
前
か
ら
在
沖
米
軍
基
地
に
設
置

類
で
(

a

)

(

)

ー
四
九

P
P
M
に
分
類
さ
れ
た

オ
イ
ル
は
、

n
o
n
P
C
Bす
な
わ
ち

P
C
B

混
入
オ
イ
ル
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
＞
分
類

(

b

)

五
十
ー
五
百

P
P
Mを
P
C
B混
入
オ

イ
ル
、
分
類
（

C
）
の
五
百
P
P
M以
上
を

P

C
B
オ
イ
ル
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
分
類

(

a

)

の
オ
イ
ル
は
ど
う
処
理
す
る
の
か
、
処

理
手
順
書
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
普
通
の

廃
オ
イ
ル
と
し
て
国
防
再
利
用
売
却
事
務
所
に

搬
入
さ
れ
れ
ば
、
民
間
に
売
却
さ
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
、
米
軍
自
身
が
焼
却
や
再
利
用
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
3

日
本
国
内
の
基
準
が

(

)

・

0

0

三
P
P
M
以
上
を

P
C
B
混
入
オ
イ

ル
と
し
て
厳
重
に
保
管
管
理
し
て
い
る
こ
と
を

知
れ
ば
、
い
か
に
米
軍
の

P
C
B管
理
の
ズ
サ

ン
さ
か
が
わ
か
る
。
米
軍
基
地
で
の

P
C
B汚

染
の
可
能
性
は
極
め
て
高
く
、
す
で
に
嘉
手
納

基
地
や
具
志
川
市
の
キ
ャ
ン
フ
・
マ
ク
ト
リ
ア

ス
、
キ
ャ
ン
プ
・
ズ
ケ
ラ
ン
、
普
天
間
基
地
、

恩
納
通
信
所
な
ど
で
の
汚
染
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
他
の
沖
縄
の
幾
つ
も
の
基
地
で

P
C
B汚

染
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

基
地
内
調
査
を
米
軍
が
拒
否

こ
れ
ま
で
日
本
政
府
は
、
日
米
安
保
条
約
下

で
の
米
軍
の
行
動
を
国
民
の
目
か
ら
覆
い
隠
し

な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
国
内
法
の
遵
守
規
定
の
適

米
国
は

P
C
B
処
分
責
任
を
回
避

さ
れ
た
変
圧
器
の

P
C
B
の
処
理
に
関
し
て
責

任
が
な
い
と
主
張
し
て
い
る
3

す
で
に
存
在
し

な
い
「
松
岡
配
電
株
式
会
社
」
に
よ
っ
て
米
軍

基
地
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
変
圧
器
や

P
C

B
が
日
本
製
だ
か
ら
と
い
う
理
由
だ
。
し
か

し
、
沖
縄
返
還
前
の
沖
縄
の
電
力
事
業
は
米
民

政
府
が
五
一
％
以
上
の
株
式
を
持
ち
米
軍
支
配

下
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
米
国
の
主
張
は
あ
た

ら
な
い
は
ず
だ
。
米
国
が
責
任
を
回
避
し
て
い

る
理
由
と
し
て
、
米
国
製
以
外
の

P
C
B
や
P

C
B
で
汚
染
さ
れ
た
変
圧
器
等
を
国
内
に
持
ち

込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
規
制
が
あ
る
よ
う

だ。
日
本
で
一
九
六
八
年
の
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
で

強
い
毒
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た

P
C
B
は
、
一

九
七
二
年
に
製
造
が
中
止
さ
れ
、
そ
の
後
に

P

C
B
の
売
買
、
移
動
が
制
限
さ
れ
、
各
事
業
所

等
で
の
保
管
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
今
日
に
い

た
っ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
こ
れ
ま
で

P
C
B等
の
処
分
方

法
を
認
可
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
が
改

正
さ
れ
て
廃

P
C
B等
の
処
分
方
法
を
定
め
ら

れ
、
三
ヵ
月
後
の
一
九
九
八
年
六
月
十
七
日
に

施
行
さ
れ
る
。
処
分
方
法
は
焼
却
処
分
が
主
で

あ
る
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
防
止
な
ど

厳
し
い
規
制
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

日
本
国
内
で

P
C
B処
分
が
開
始
さ
れ
る
こ

応
を
除
外
し
て
日
本
国
内
で
米
軍
の
活
動
の
自

由
を
保
障
し
、
米
軍
航
空
基
地
で
の
深
刻
な
爆

音
被
害
や
危
険
な
低
空
飛
行
訓
練
な
ど
を
放
置

し
て
き
た
が
、
二
月
に
起
こ
っ
た
イ
タ
リ
ア
で

の
米
軍
機
事
故
等
へ
の

N
A
T
O諸
国
の
対
応

が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
米
軍
を
優
先
し

国
民
を
二
の
次
に
す
る
日
本
政
府
の
対
応
に
国

民
の
批
判
が
起
こ
っ
て
い
る
。
）

沖
縄
で
も
、
本
来
S
A
C
o
合
意
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
た
基
地
内
立
ち
入
り
手
順
で
容
易
に

な
る
べ
き
基
地
内
調
査
に
関
し
て
、

S
A
C
o

合
意
で
返
還
予
定
と
な
っ
た
米
軍
基
地
・
施
設

へ
の
県
や
市
町
村
の
立
ち
入
り
調
査
が
認
め
ら

れ
ず
、
返
還
に
向
け
て
早
期
の
調
査
を
す
す
め

て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
八
月
に
県
議
会
の
軍
用
地
返
還
．
跡
利

用
対
策
特
別
委
員
会
が
普
天
間
基
地
視
察
を
行

な
お
う
と
し
て
米
軍
に
断
ら
れ
て
以
来
、
金
武

町
議
会
な
ど
の
基
地
内
立
ち
入
り
調
査
が
断
ら

れ
る
な
ど
、

S
A
C
O
で
返
還
を
合
意
し
た
基

地
や
施
設
へ
の
立
ち
人
り
調
査
が
拒
否
さ
れ
て

い
る
。
三
月
の
県
議
会
予
算
委
員
会
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
に
、
県
が
進
め
て
い
る
普
天
間
基

地
内
文
化
財
調
在
に
米
軍
は
立
ち
入
り
許
可
を

与
え
て
い
た
の
に
直
前
に
な
っ
て
立
ち
入
り
を

認
め
な
い
こ
と
を
通
告
し
て
き
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
跡
地
利
用
の
た
め
に
県
の
国
際
都
市
推

と
で
、
米
軍
基
地
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
予

想
さ
れ
る
膨
大
な

P
C
B
廃
棄
物
が
再
び
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
く
る
の
は
間
違
い
な

い
。
沖
縄
以
外
の
米
軍
基
地
の

P
C
B
関
連
廃

棄
物
に
つ
い
て
も
、
米
軍
は
日
本
政
府
に
処
分

を
押
し
つ
け
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

在
沖
海
兵
隊
は
、
浦
添
市
の
補
給
基
地
キ
ャ

ン
プ
キ
ン
ザ
ー
に
大
贔
の

P
C
B
が
あ
る
だ
ろ

う
と
し
た
私
の
指
摘
に

P
C
B
入
り
ド
ラ
ム
缶

は
八
つ
し
か
無
い
と
反
論
し
て
き
た
。
公
式
に

は
、
ま
っ
た
く
無
い
と
言
っ
て
き
た
の
に
海
兵

隊
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
で

は
大
量
の

P
C
Bは
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る

の
か
。私
は
、
嘉
手
納
基
地
内
あ
る
い
は
嘉
手
納
弾

薬
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
予

想
し
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
恩
納
村
で
発
見
さ
れ
た

P
C

B
で
汚
染
さ
れ
た
浄
化
槽
の
汚
泥
の
入
っ
た
ド

ラ
ム
缶
を
嘉
手
納
弾
薬
庫
内
に
保
管
す
る
こ
と

に
つ
い
て
担
当
者
が
話
合
っ
た
よ
う
だ
が
、
最

終
的
に
自
衛
隊
基
地
で
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

嘉
手
納
空
軍
基
地
の

P
C
B
入
り
オ
イ
ル
処

理
計
画
で
は
、

P
C
B濃
度
に
よ
る
オ
イ
ル
分

進
室
が
行
な
っ
て
い
る
調
査
で
も
普
天
問
基
地

内
立
ち
入
り
調
査
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
3

土
壌
汚
染
で
基
地
内
調
査
拒
否
か

米
軍
が
基
地
内
調
査
を
拒
否
し
て
い
る
理
由

に
、
基
地
内
の
環
境
汚
染
の
実
態
が
明
ら
か
に

な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
可
能
性
が
あ

る
。
漏
れ
伝
わ
っ
て
く
る
情
報
に
よ
れ
ぼ
、
米

軍
は
返
還
予
定
基
地
内
の
環
境
汚
染
の
実
態
調

査
を
開
始
し
た
よ
う
だ
。
基
地
の
外
ま
で
調
査

を
し
て
い
る
と
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

P
C
B
な
ど
可
能
性
の
あ
る
汚
染
を
予
め
調
べ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

前
述
し
た
米
国
会
計
検
査
院

(
G
A
0
)
が

今
月
三
月
二
日
に
出
し
た

S
A
C
0
の
評
価
報

告
「
沖
縄
に
お
け
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
影

響
の
削
減
に
関
す
る
問
題
」
に
も
、
在
沖
米
軍

基
地
の
汚
染
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。

G
A
Q
報
告
も
汚
染
を
指
摘

「
も
し
、

S
A
C
o
合
意
に
基
づ
き
閉
鎖
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
基
地
で
環
境
汚
染
が
発
見
さ

れ
た
ら
、
そ
の
環
境
浄
化
に
要
す
る
経
費
は
膨

大
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
(
]
日
米
地
位
協
定
で

は
基
地
を
閉
鎖
し
返
還
す
る
際
に
、
米
軍
に
は

四
九
P
P
M
以
下
の
オ
イ
ル
は
と
こ
に
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店窯霊薩醐垢丞

二
月
二
三
日
、
国
連
と
イ
ラ
ク
政
府
の
間
で

大
量
破
壊
兵
器
査
察
に
関
す
る
合
意
が
調
印
さ

れ
、
湾
岸
戦
争
の
悪
夢
の
再
現
は
瀬
戸
際
で
回

避
さ
れ
た
）
だ
が
、
米
国
は
、
横
須
賀
か
ら
出

撃
し
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
を
含
む
二
つ
の

空
母
機
動
部
隊
を
引
き
続
き
配
備
し
武
力
攻
撃

態
勢
を
解
除
し
て
い
な
い
。

武
力
行
使
を
当
面
遠
ざ
け
た
力
は
、
世
界
の

市
民
の
世
論
だ
っ
た
。
も
と
も
と
武
力
行
使
は

国
際
法
上
も
合
理
的
根
拠
が
き
わ
め
て
弱
い
も

の
だ
っ
た
J
]
そ
れ
を
暴
露
し
た
の
は
米
国
市
民

の
抗
議
の
声
と
行
動
だ
っ
た
（
各
地
で
デ
モ
や

ヒ
ケ
ッ
ト
の
行
動
が
組
織
さ
れ
た
）
全
国
一
斉

1998.2 ョコスカ基地ゲー：訂

の
「
コ
ー
ル
・
イ
ン
・
デ
ー
」
（
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
ヘ
の
電
話
・

F
A
X
作
戦
）
が
呼
び
か
け

ら
れ
た
。
―
つ
の
頂
点
は
、
二
月
十
八

H
に
オ

ハ
イ
オ
州
立
大
学
で
行
わ
れ
た
「
タ
ウ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
対
話
集
会
）
」
で
あ
る
。
）
こ

の
集
会
は
、
政
府
が
、
武
力
行
使
へ
の
国
内
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
誇
示
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん

で
、
フ
セ
イ
ン
大
統
領
が
好
意
的
だ
と
さ
れ
て

い
る

C
N
N
に
独
占
的
中
継
権
を
与
え
て
開
催

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
政
府
の

大
国
的
介
入
主
義
と
反
人
道
的
政
策
そ
し
て
無

計
画
性
を
暴
露
す
る
場
に
変
わ
っ
た
。

「
政
府
へ
の
攻
撃
は
別
と
し
て
、

対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
当
面
回
避
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「屡当て」が変化した言葉で、頼りになるという意

原
状
回
復
義
務
も
、
そ
の
た
め
の
補
償
義
務
も

な
い
。
そ
れ
で
、
日
本
の
在
日
米
軍
及
び
海
兵

隊
と
米
政
府
当
局
者
は
、
閉
鎖
さ
れ
る
基
地
に

お
い
て
環
境
浄
化
の
義
務
が
な
い
と
思
っ
て
い

る。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
五
年
の
国
防
総
省

の
方
針
は
、
海
外
の
提
供
国
へ
返
還
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
施
設
や
設
備
に
つ
い
て
、
米
国
防

省
の
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
環
境
汚

染
に
よ
る
健
康
や
安
全
に
緊
急
性
の
あ
る
重
大

田
巻
一
彦

編
集
部

な
危
険
に
つ
い
て
、
除
去
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
基
地
が
閉
鎖
さ
れ
土
地
が
日
本
に

返
還
さ
れ
た
後
に
、
環
境
汚
染
が
発
見
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
再
開
発
や
再
利
用
計

画
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
間
追
い
な
い
。
実

際
、
在
日
海
兵
隊
と
在
沖
米
軍
は
、
那
覇
防
衛

施
設
局
か
ら
の
一
九
九
七
年
八
月
二
五
日
付
の

文
書
に
よ
り
、
恩
納
通
信
所
で
水
銀
や
P
C
B

な
ど
の
毒
性
物
質
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
米
国
は
こ
の
基
地
を
閉
鎖
し
て
土
地

を
一
九
九
五
年
十
一
月
に
日
本
に
返
還
し
て
い

た
。
文
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
存
在
に

よ
っ
て
、
土
地
を
地
主
に
返
還
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
再
利
用
も
で
き
な
い
状
態
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
文
害
は
、

結
論
と
し
て
米
国
が
調
査
を
行
い
、
存
在
す
る

す
べ
て
の
汚
染
を
特
定
し
、
将
来
の
返
還
に
向

け
て
計
画
的
に
基
地
を
環
境
浄
化
す
る
こ
と
を

要
請
し
て
い
る
。
も
し
、
米
国
が
こ
の
要
請
に

同
意
す
れ
ば
、

S
A
C
o合
意
の
下
で
の
土
地

返
還
も
影
響
を
受
け
る
だ
ろ
う
。
我
々

G
A
0

の
評
価
の
時
点
で
は
、
米
国
は
こ
の
文
書
に
回

答
を
し
て
い
な
い
。

環
境
基
本
調
査
と
も
言
え
る
こ
の
よ
う
な
調

査
が
行
な
わ
れ
て
汚
染
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

環
境
浄
化
の
費
用
は
膨
大
な
も
の
と
な
る
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
T

U

S

t
i
n海
兵
航
空
隊
基
地

(
M
C
A
S
)
で
の

かは運
ら動
だの

イ
ラ
ク
国

ー

：

；

環
境
回
復
に
要
す
る
経
費
は
、
終
了
ま
で
に
五

千
三
百
万
ド
ル
（
約
七
十
二
憶
円
）
と
見
積
も

ら
れ
て
い
る
。

も
し
、
調
査
が
行
な
わ
れ
て
汚
染
が
発
見
さ

れ
た
ら
、
米
国
と
日
本
の
ど
ち
ら
が
費
用
を
支

払
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
」

以
上
が
G
A
O
報
告
書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

環
境
問
題
が
新
た
な
課
題

沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
は
、
か
っ
て
日
米
安

保
あ
る
い
は
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ

て
き
た
が
、
一
九
九
五
年
の
少
女
の
事
件
を
契

機
に
人
権
問
題
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
田
沖
縄
県
知
事
は
、

米
軍
基
地
を
沖
縄
振
興
の
最
大
の
阻
害
要
因
と

し
て
全
て
の
米
軍
基
地
撤
去
を
め
ざ
す
基
地
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
跡
地
利
用
を
含
め
た

国
際
都
市
形
成
構
想
の
提
起
を
行
い
、
基
地
問

題
を
地
域
振
興
の
課
題
と
し
て
捉
え
直
し
た
。

今
後
、
基
地
返
還
が
進
ん
で
い
け
ば
跡
利
用

の
た
め
に
米
軍
基
地
を
環
境
問
題
と
し
て
捉
え

直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
平
和
運
動
や
市
民
運
動
の
側
で
も
米
国

な
ど
の
運
動
に
学
ぶ
な
ど
し
て
環
境
汚
染
問
題

を
取
り
組
む
た
め
に
力
量
を
つ
け
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（
三
月
二
六
日
記
）

民
を
攻
撃
す
る
権
利
は
あ
る
の
か
」
「
近
隣
諸

国
へ
の
脅
威
と
い
う
が
、
実
際
に
危
険
を
感
じ

て
米
国
に
助
力
を
求
め
て
い
る
国
が
あ
る
の

か
」
「
武
力
行
動
で
、
大
量
破
壊
兵
器
開
発
を

阻
止
で
き
な
い
場
合
、
ど
う
す
る
の
か
。
繰
り

返
し
攻
撃
し
て
結
局
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
か
」
。
参
加
し
た
市
民
か

ら
の
こ
の
よ
う
な
問
い
か
け
に
、
居
並
ぶ
政
府

幹
部
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
国
務
長
官
や
コ
ー
エ
ン

国
防
長
官
は
満
足
な
回
答
を
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
姿
は
、
米
国
内
の
み
な
ら
ず
全
世
界
に
放

映
さ
れ
た
。

．
 

ア
メ
リ
カ
と
同
調
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
与

党
労
働
党
の
古
参
議
員
が
議
会
で
「
空
爆
反

対
」
の
演
説
を
行
い
政
権
を
立
ち
往
生
さ
せ

た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
軍
施
設
へ
の
非
暴
力
直
接

行
動
が
実
行
さ
れ
た
。
米
英
へ
の
協
力
を
表
明

し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

も
、
全
国
的
な
平
和
運
動
団
体
が
抗
議
行
動
を

行
っ
た
。

米
国
の
（
そ
し
て
ど
こ
の
国
で
も
）
平
和
運

動
は
、
決
し
て
量
的
な
意
味
で
の
「
多
数
派
」

で
は
な
い
。
だ
が
、
平
和
運
動
は
湾
岸
戦
争
後

も
ヘ
ル
シ
ャ
湾
に
注
目
し
つ
づ
け
て
い
た
。
イ

ラ
ク
に
対
す
る
七
年
の
経
済
制
裁
が

1
5
0
万

人
以
上
の
市
民
の
命
を
奪
っ
て
き
た
事
実
（
半

数
以
上
が
子
ど
も
た
ち
だ
）
を
粘
り
強
く
掘
り
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起
こ
し
て
き
た
（
）
「
経
済
制
裁
解
除
」
は
す
で

に
欧
米
平
和
運
動
の
統
一
要
求
に
な
っ
て
い

た
（
）
―
-
月
二
八
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ

た
集
会
に
は
、
武
力
行
使
が
回
避
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
(

)

0

(

)

人
が
集
ま
っ
た
。

人
々
は
「
経
済
制
裁
を
解
除
せ
よ
」
と
街
を
歩

い
た
。一
方
、
国
際

N
G
0も
機
敏
か
つ
意
義
深
い

問
題
提
起
を
行
っ
た
°
核
戦
争
防
止
国
際
医
師

の
会

(
I
P
P
N
W
)
と
核
兵
器
に
反
対
す
る

国
際
法
律
家
協
会

(
I
A
L
A
N
A
)
は
国
連

事
務
総
長
に
手
紙
を
送
り
、
紛
争
の
当
事
者

（
米
国
と
イ
ラ
ク
）
が
こ
の
紛
争
を
国
際
司
法

裁
判
所
に
持
ち
込
む
こ
と
と
、
国
連
が
イ
ラ
ク

の
生
物
化
学
兵
器
製
造
と
そ
れ
を
阻
止
す
る
た

め
の
武
力
行
使
に
つ
い
て
国
際
司
法
裁
判
所
の

勧
告
的
意
見
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
た
。
武
力

行
使
に
か
わ
る
「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
対

案
）
」
と
し
て
、
こ
の
提
案
は
も
っ
と
広
く
知

ら
れ
る
べ
き
だ
し
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
C

．
 

日
本
政
府
が
こ
の
危
機
に
対
し
て
し
た
こ
と

は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ク
に
査
察
受
人

を
「
無
条
件
か
つ
全
面
的
に
」
受
入
よ
頑
な
に

迫
る
こ
と
、
そ
し
て
米
国
の
武
力
行
使
の
た
め

に
横
須
賀
海
軍
基
地
を
使
用
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
日
本
の
平

キ
ャ
y
チ
ピ
ー
ス
は
、
イ
ラ
ク
空
爆
へ
の
緊
張
感
が

高
ま
る
中
、
二
月
十
六
日
、
国
会
に
議
席
を
持
つ
各
政

党
・
会
派
に
以
下
の
質
問
状
を
送
っ
た
。

質
問
の
送
付
先
は
：
自
由
党
社
会
民
主
党
新
党

さ
き
が
け
自
由
民
主
党
公
明
党
社
会
民
主
党
・

護
憲
連
合
日
本
共
産
党
自
由
党
新
社
会
党
新

党
友
愛
民
政
党

前
号
で
は
、
二
月
二
十
日
ま
で
に
届
い
た
回
答
を
掲

載
し
た
が
、
そ
れ
以
後
に
も
回
答
が
あ
り
全
政
党
の
回

答
が
そ
ろ
っ
た
。
）
回
答
全
体
を
通
し
て
の
キ
ャ
ッ
チ

ピ
ー
ス
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

(

l

)

武
力
行
使
を
明
示
的
に
容
認
し
て
い
る
政
党
は

ひ
と
つ
も
な
い
。
最
大
与
党
の
自
民
党
で
さ
え
、
「
武

カ
行
使
の
態
様
云
々
」
と
明
言
を
避
け
て
い
る
へ
）

(

2

)

新
社
会
、
社
民
、
共
産
、
公
明
が
武
力
行
使
反

対
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
政
党
は
態
度
表
明
を

回
避
し
て
い
る
゜
公
党
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
が
疑
わ
れ

る。(3
)

事
前
協
議
問
題
に
関
し
て
は
、
「
伝
統
的
」
な

分
岐
を
確
認
す
る
以
上
の
も
の
は
な
か
っ
た
゜

(

4

)

イ
ラ
ク
事
態
を
新
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
い
う

「
周
辺
事
態
」
と
と
ら
え
る
回
答
も
な
か
っ
た
。
新

緊政：
＿急党g
九 C)̂ 、軍
克公の9
そこ開 ラ

の―質 ！ 多• + 問と ..... 

ま ‘s‘ 結に
と二果 つ

し＼め六
て

和
運
動
も
弱
点
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
各
地
で
の

小
さ
な
市
民
行
動
を
の
ぞ
い
て
、
全
体
と
し
て

は
「
空
爆
が
行
わ
れ
た
ら
、
ど
う
し
よ
う
」
的

受
け
身
の
姿
勢
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
何
し
ろ
、
私
た
ち
に
は
、
例
え
ば

「
経
済
制
裁
問
題
」
に
つ
い
て
の
「
見
識
」
も

「
共
通
の
理
解
」
も
存
在
し
な
い
。

切
羽
つ
ま
っ
た
危
機
が
去
っ
た
今
こ
そ
、
イ

ラ
ク
問
題
を
主
題
と
し
た
、
学
習
・
討
論
の
場

を
持
つ
こ
と
だ
必
要
な
の
だ
と
思
う
。
市
民
と

労
働
者
の
「
反
戦
」
が
、
「
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
戦
争
」
に
抗
議
す
る
の
で
は
な
く
、
「
戦
争

を
防
止
」
す
る
た
め
に
こ
そ
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
る
ま
い
。
道
義
的
な
正
当
性
と

デ
ー
タ
に
基
づ
く
説
得
力
、
そ
し
て
も
う
少
し

の
行
動
力
が
あ
れ
ば
、
た
と
え
量
的
に
は
「
少

数
」
で
あ
っ
て
も
、
流
れ
を
変
え
る
こ
と
は
で

き
る
。
政
治
家
や
官
僚
の
「
思
考
停
止
状
態
」

に
労
働
者
や
市
民
ま
で
つ
き
あ
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
理
由
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
。
◆
◆

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
日
米
安
保
の
地
域
的
拡
大
を

意
味
す
る
と
い
う
理
解
は
国
会
内
に
は
ま
っ
た
く
存

在
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
あ
い
は

立
場
に
よ
り
こ
と
な
る
が
。
今
後
さ
ら
な
る
論
議
の

深
ま
り
が
必
要
で
あ
る
つ
な
ぜ
な
ら
、
空
母
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
派
遣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
在
日

米
軍
基
地
は
す
で
に
事
実
と
し
て
「
日
米
安
保
」
の
枠

を
越
え
て
機
能
し
て
い
る
か
ら
だ
。

◇

◇

◇

◇

 

（
質
問
1

)

今
回
の
米
軍
の
イ
ラ
ク
空
爆
計
画
に
貴
党

は
賛
成
で
し
ょ
う
か
？
賛
成
の
場
合
に
、
そ
の
軍
事
力

を
行
使
す
る
国
際
法
上
の
根
拠
は
何
だ
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
？

（
質
問
2

)

今
回
の
イ
ラ
ク
空
爆
に
向
け
た
米
軍
の
軍

事
行
動
や
、
あ
り
得
る
空
爆
そ
の
も
の
は
、
「
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
言
う
「
周
辺
事
態
」
に
当
た
る
も
の
だ

と
お
考
え
で
す
か
？
も
し
そ
う
お
考
え
な
ら
そ
の
理
由

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

（
質
問
3

)

今
回
の
米
国
の
中
東
で
の
軍
事
行
動
に
、

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
機

動
部
隊
が
、
安
保
史
上
初
め
て
目
的
と
行
き
先
を
あ
ら

か
じ
め
公
表
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
貴
党
は
こ
の
事

実
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。
ま
た
こ
の
空
母

の
参
加
と
い
う
事
実
は
、
安
保
条
約
に
規
定
す
る
「
事

前
協
議
」
の
対
象
で
あ
る
と
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
？

（
質
問
4

)

今
回
の
イ
ラ
ク
に
対
す
る
一
連
の
米
軍
の

軍
事
行
動
に
日
本
も
軍
事
的
•
財
政
的
に
支
援
を
与
え

る
べ
き
だ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
日
本
側
か
ら

見
た
そ
の
た
め
の
憲
法
的
噌
法
的
問
題
を
ど
う
お
考
え

で
し
ょ
う
？
（
憲
法
や
国
内
法
に
違
反
す
る
と
か
、
新

規
立
法
が
必
要
で
あ
る
と
か
）

（
質
問
5

)

今
回
の
空
爆
が
も
し
実
施
さ
れ
た
場
合
、

浜松から●

◇ 

一
九
九
八
年
三
月
一
石
1

H

午
前
、

A
W
A
C
S
（
早
期

警
戒
管
制
機
）
が
航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
に
到
着
し
ま
し

た
。
そ
の
同
じ
時
刻
、
私
た
ち
は
某
地
司
令
（
監
理
部
長

が
対
応
）
に
た
い
し
て
抗
議
文
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た

他
の
諸
団
体
も
様
々
な
抗
議
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

A
W
A
C
S
の
配
備
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、

A
W
A
C
S
の
持
つ
危
険
性
（
本
質
）
が
マ

ス
コ
ミ
等
で
も
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
当
局
も
基

地
に
対
し
て
安
全
確
保
と
情
報
提
供
を
要
請
す
る
な
ど
、

運
動
は
前
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
基
地
側
も
騒
音
な
ど
に

関
し
て
協
定
締
結
に
前
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た

署
名
活
動
、

3
/
1
5
の
「
A
W
A
C
S
は
い
ら
な
い
！

市
民
の
集
い
」
の
成
功
な
ど
、
地
道
な
活
動
を
思
想
・
信

条
．
感
情
を
超
え
統
一
し
て
展
開
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
獲

得
さ
れ
て
き
た
と
い
わ
な
け
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も、

A
W
A
C
S
が
「
活
躍
」
し
な
い
よ
う
、
運
動
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
平
和
は
じ

っ
と
し
て
い
て
は
確
保
さ
れ
な
い
、
こ
の
こ
と
は
歴
史
が

証
明
し
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の
章
思
を
表
明
し
、
平
和
を

創
造
し
て
い
く
(

H

本
だ
け
の
で
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

せ
ん
）
た
め
に
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

(

A

W
A
C
S
浜
松
基
地
配
備
に
反
対
す
る
市
民
の
連
絡
会
二

ュ
ー
ス
か
ら
）

墨
部
か
ら
●
「
連
絡
会
」
は
五
万
六
千
の
署
名
を
集
め

る
な
ど
反
対
運
動
を
協
力
に
展
開
し
て
き
た
。
三
月
十
五

H
の
集
会
に
は
八
Q
い
入
が
集
ま
っ
た
。

民
間
人
の
死
傷
者
が
多
数
出
る
こ
と
を
ど
う
お
考
え
に

な
り
ま
す
か
？
ま
た
今
回
の
軍
事
行
動
を
、
日
本
国
憲

法
の
観
点
で
み
た
場
合
、
日
本
の
取
っ
て
い
る
行
動
・

見
解
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

ふ

◇ 

◇

◇

 

【
回
答
（
前
号
か
ら
つ
づ
く
）

●
自
由
民
主
党

(

1

)

現
在
イ
ラ
ク
情
勢
の
緊
迫
化
を
め
ぐ
る
事

態
の
解
決
に
向
け
、
わ
が
国
も
含
め
、
関
係
各
国

及
び
国
連
に
よ
る
積
極
的
努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
と
し
て
は
、
イ
ラ
ク
政
府
が
大
量
破

壊
兵
器
等
の
廃
棄
に
関
す
る
国
連
特
別
委
員
会
の

査
察
を
完
全
か
つ
無
条
件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
本
件
の
外
交
的
な
解
決
が
図
ら
れ
れ
る
こ

と
が
最
善
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

2

)

新
た
な
「
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
」
に
い

う
「
周
辺
事
態
」
と
は
、
日
本
周
辺
地
域
に
お
け

る
事
態
で
日
本
の
平
和
と
安
全
に
重
要
な
影
響
を

与
え
る
場
合
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
理
的
な
概

念
で
は
な
く
事
態
の
性
質
に
着
目
し
た
概
念
で
、

特
定
の
事
態
が
こ
れ
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
事

態
の
態
様
、
規
模
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
判
断

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
単
に
経
済
的
だ
け
で

な
く
軍
事
的
な
観
点
を
含
め
日
本
の
平
和
と
安
全

に
重
要
な
影
響
を
及
ぽ
す
事
態
で
あ
る
の
で
、
こ

の
様
な
事
態
が
例
え
ば
中
東
や
イ
ン
ド
洋
で
発
生

す
る
こ
と
は
、
現
実
の
問
題
と
し
て
基
本
的
に
は

想
定
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
下
の
イ
ラ
ク
の
情
勢
は
、

~ 

6
A
W
A
C
S
配
珊

1
で
も
、
運
動
は

3
終
わ
ら
な
い
。
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(98) 

1998.1.1~1998.3.26 
s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼルス級

撞

◇ 1/2 

● 1/15 

◇ 1/21 

●

●

◇

●

◇

◇

●

◇

 

2/23 

3/2 

3/5 

3/10 

3/12 

3/ l 3 

3/15 

同日

佐世保

● 1/8 

◇ 1/17 

● 1/20 

◇ 1/23 

● 2/5 

◇ 同日

09:49 

17:16 

13:50 

14:02 

14:09 

09:49 

10:34 

09:53 

09:56 

08:18 

08:39 

原潜シカゴ（L)入港。

原潜アッシュビル（L)入港。

原潜シカゴ (L)出港。

原潜ポギー（S)入港。

原潜ポギー (S)出港。

原潜アッシュビル（L)出港3

原潜ポギー（S)入港（沖泊）。

原潜ポギー (S)出港。

横須賀累計（うち原潜）

09:55 

15:52 

13:51 

13:03 

原潜シャルロット（L)出港c

原潜シャルロット（L)入港。

原潜シャルロット（L)出港c

14:46 

14:55 

原潜ラホヤ（L)入港。

原潜ラホヤ (L)出港っ

原潜シカゴ（L)入港。

原潜シカゴ (L)出港。

． 

．．．．．．．．．．． 

~
ー
・
t

C
 

.I~ 
uo ．．
 

原潜シカゴ（L)入港。 • ． 
原潜シカゴ (L)出港。 • 

佐世保累計（うち原潜） ：3(3) : 

事ワイトヒ・ーチ（沖鼻・勝清町） なし • 
． 

ホワイトビーチ累計（うち原潜） ：0(0) : ． ． ． ． 
• ． ． 
• ． 
• ． ． ． 
• 

●1998.1.1から3.26までの各地の原子力艦
入港数： （ ）内は原潜

横須賀 5 (5) 

佐世保 3 (3) 

ホワイトビーチ 0 (0) 

合計 8 (8) 

「
周
辺
事
態
」
に
あ
た
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
空
爆
と
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
問
題
で
あ
り
、
お
答

え
を
差
し
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

(

3

)

日
米
安
保
条
約
第
六
条
は
、
米
軍
が
我
が

国
の
安
全
及
び
極
東
の
平
和
と
安
全
の
維
持
と
い

う
目
的
の
た
め
に
、
我
が
国
の
施
設
・
区
域
を
使

用
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。
空
母
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ス
及
び
そ
の
艦
載
機
を
含
め
我
が
国
の

施
設
・
区
域
を
使
用
す
る
米
海
軍
部
隊
が
、
そ
の

抑
止
力
を
も
っ
て
我
が
国
の
安
全
及
び
極
東
の
平

和
と
安
全
の
維
持
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

他
方
で
、
米
国
は
在
外
、
本
土
に
展
開
し
て
い

る
部
隊
、
艦
船
を
運
用
の
必
要
上
、
常
に
再
編
成

し
て
お
り
、
こ
の
様
な
中
で
我
が
国
周
辺
に
展
開

し
て
い
る
艦
船
等
が
い
わ
ゆ
る
極
東
の
外
の
地
域

に
移
動
し
、
別
の
任
務
に
つ
く
こ
と
は
従
来
よ
り

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
）

空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
が
そ
の
艦
載
機
も

含
め
て
中
東
湾
岸
等
い
わ
ゆ
る
極
東
の
外
の
海
域

で
巡
回
等
を
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に
当
該
地
域

に
移
動
し
、
別
の
任
務
に
つ
く
こ
と
は
、
日
米
安

保
条
約
上
、
排
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
事
前
協
議
の
主
題
と
な
る
「
日
本
国
か

ら
行
わ
れ
る
戦
争
作
戦
行
動
の
た
め
の
基
地
と
し

て
の
日
本
国
内
の
施
設
及
び
区
域
の
使
用
」
に
い

う
「
戦
闘
作
戦
行
動
」
と
は
、
直
接
戦
闘
行
動
に

従
事
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
軍
事
行
動
を
指
す

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン

度
重
な
る
査
察
妨
害
・
拒
否
、
大
量
破
壊
兵
器
の

隠
匿
疑
惑
な
ど
の
安
保
理
決
議
・
湾
岸
戦
争
の
停

戦
条
件
の
違
反
・
不
履
行
は
、
国
際
の
平
和
と
安

全
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
、
国
際
社
会
や
国
連
の

権
威
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。
今
年
1
月
1
2
日
に
は

イ
ラ
ク
政
府
は
査
察
拒
否
の
決
定
さ
え
行
っ
て
い

る
。
従
っ
て
、
イ
ラ
ク
が
安
保
理
決
議
を
遵
守

し、

U
N
S
C
O
M
の
即
時
か
つ
無
条
件
ア
ク
セ

ス
を
認
め
平
和
裡
に
解
決
さ
れ
る
よ
う
外
交
努
力

を
行
う
こ
と
が
最
善
で
あ
る
。
）
イ
ラ
ク
は
、
国
際

社
会
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
極
め
て
深
刻

な
事
態
を
招
来
す
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
を
直

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

(

2

)

橋
本
総
理
は
、
「
周
辺
事
態
」
と
は
、
地

理
的
概
念
で
は
な
く
事
態
の
性
質
に
着
目
し
た
概

念
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
み
で
、
周
辺
事
態

ス
の
中
東
湾
岸
地
域
へ
の
派
遣
の
よ
う
に
、
米
軍

の
運
用
上
の
都
合
に
よ
り
、
米
軍
艦
船
及
び
部
隊

を
我
が
国
か
ら
他
の
地
域
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と

は
、
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
一
貫
し
て
い
ま
す
。

(

4

)

米
国
は
、
現
時
点
に
お
い
て
武
力
行
使
を

決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
仮
に
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
が
行
わ
れ
る
こ
と

な
っ
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
態
様
で
行
わ
れ

る
か
定
か
で
な
い
段
階
で
、
御
質
問
の
支
援
の
問

題
そ
の
他
の
具
体
的
諸
点
に
つ
き
断
定
的
な
こ
と

を
申
し
上
げ
る
の
は
困
難
で
す
。

(

5

)

今
回
の
イ
ラ
ク
を
巡
る
情
勢
と
の
関
連
で

の
空
爆
及
び
軍
事
行
動
に
関
す
る
御
質
問
に
つ
き

ま
し
て
は
、
米
国
は
、
現
時
点
に
お
い
て
武
力
行

使
を
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
承
知
し
て
お

り
、
ご
指
摘
の
点
に
つ
き
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で

す。
現
在
、
イ
ラ
ク
情
勢
の
緊
迫
化
を
巡
る
事
態
の

解
決
に
向
け
、
我
が
国
も
含
め
、
関
係
各
国
及
び

国
連
に
よ
る
積
極
的
努
力
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
が
国
と
し
て
は
、
イ
ラ
ク

が
大
量
破
壊
兵
器
等
の
廃
棄
に
関
す
る
国
連
特
別

委
員
会
の
査
察
を
完
全
か
つ
無
条
件
に
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
る
本
件
の
外
交
的
解
決
が
最
善
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
イ
ラ
ク
を
訪
問

中
の
（
イ
ラ
ク
を
訪
問
し
た
）
ア
ナ
ン
国
連
事
務

総
長
の
イ
ラ
ク
側
と
の
協
議
の
成
果
を
注
視
し
て

い
ま
す
3

の
定
義
を
明
確
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
関
連
法
案
も
ど
の
よ
う
な
も
の
が
出
さ

れ
る
か
、
そ
の
骨
格
さ
え
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
冷
戦
の

崩
壊
、

9
1
年
の
湾
岸
戦
争
や
9
4
年
の
北
朝
鮮

危
機
等
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
視
点
を
参
酌
し
、
今
後
の
日
本
の
安
全

保
障
体
制
の
あ
り
方
、
そ
の
中
で
の
周
辺
事
態
の

意
味
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

(

3

)

事
前
協
議
の
行
わ
れ
る
条
件
と
し
て
、
①

配
置
に
お
け
る
重
要
な
変
更
、
②
装
備
に
お
け
る

重
要
な
変
更
、
③
我
が
国
か
ら
行
わ
れ
る
戦
闘
作

戦
行
動
（
安
保
条
約
第
五
条
は
除
く
）
が
上
げ
ら

れ
、
今
回
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
出
港
が
こ

れ
に
当
た
る
と
い
う
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。

(
4
)
2
月
2
3
日
、
国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長

●
民
政
党

(

1

)

イ
ラ
ク
は
安
保
理
決
議
6
8
7号
の
湾
岸

戦
争
停
戦
合
意
に
反
し
て
い
る
。
ま
た
大
量
破
壊

兵
器
に
関
す
る

U
N
S
C
O
M
の
無
条
件
査
察
を

受
け
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行

使
に
つ
い
て
は
、
状
況
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

し
か
し
安
保
理
決
議
6
7
8号
（
マ
マ
）
は
当
時

と
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
、
武
力
行
使
の
根
拠
と

し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

(

2

)

周
辺
事
態
に
は
当
た
ら
な
い
。

(

3

)

明
ら
か
に
最
初
か
ら
戦
闘
作
戦
行
動
を
目

的
と
し
て
の
行
動
で
あ
れ
ば
、
事
前
協
議
の
対
象

で
あ
る
。

(
4
)軍
事
的
•
財
政
的
な
支
援
に
関
し
て
は
政

府
が
判
断
す
る
問
題
で
あ
る
が
、

7
年
前
の
湾
岸

危
機
の
教
訓
を
活
か
し
た
行
動
を
我
が
国
は
行
う

べ
き
で
あ
る
。

(

5

)

一
般
論
と
し
て
言
え
ば
、
明
確
な
国
連
決

議
に
も
基
づ
か
な
い
場
合
で
も
、
米
国
等
が
国
際

社
会
の
平
和
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
武
力
行

使
を
す
る
こ
と
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

●
新
党
友
愛

(1)
湾
岸
戦
争
の
停
戦
は
イ
ラ
ク
が
、

1
9
9

1
年
4
月
3
日
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
6
8

7
「
化
学
兵
器
、
生
物
兵
器
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
を
国
際
的
監
視
下
で
無
条

件
に
受
け
入
れ
る
こ
と
」
を
受
諾
し
た
こ
と
い
の

り
発
効
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ラ
ク
の
国
連

査
察
特
別
委
員
会

(
U
N
S
C
O
M
)
に
対
す
る

と
イ
ラ
ク
の
ア
ジ
ズ
副
首
相
と
の
間
で
、
大
量
破

壊
兵
器
の
査
察
問
題
に
つ
い
て
合
意
が
生
ま
れ
た

背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
毅
然
た
る

態
度
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、

9

1
年
の
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
の
我
が
国
の
対
応
が

国
際
社
会
か
ら
厳
し
い
目
で
見
ら
れ
た
厳
然
た
る

時
事
を
跨
ま
え
、
国
際
社
会
が
一
致
し
て
協
力
す

る
場
合
に
は
我
が
国
も
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

憲
法
に
お
い
て
も
「
国
際
社
会
に
お
い
て
名
誉
あ

る
地
位
を
占
め
た
い
」
と
あ
り
、
国
際
社
会
と
の

協
調
に
よ
っ
て
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
を
維
持
す

る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

(

5

)

今
回
の
イ
ラ
ク
問
題
の
発
端
は
、
イ
ラ
ク

が
国
連
決
議
に
反
し
て
大
量
破
壊
兵
器
の
廃
棄
、

U
N
S
C
O
M
の
即
時
・
無
条
件
査
察
を
拒
否

し
、
化
学
兵
器
や
生
物
兵
器
な
ど
の
大
量
破
壊
兵

（
次
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）
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器
を
隠
匿
し
て
い
る
疑
い
が
極
め
て
高
い
こ
と
に

あ
る
。
従
っ
て
、
一
義
的
に
は
イ
ラ
ク
が
停
戦
の

条
件
で
あ
る
国
連
決
議
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
ア
ナ
ン
事
務

総
長
と
ア
ジ
ズ
副
首
相
と
の
合
意
の
成
果
を
重
視

し
て
い
く
。

●
新
党
さ
き
が
け

返
答
が
遅
れ
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
イ
ラ
ク
を
め
ぐ
る
情
勢
が
刻
々
と
変
わ

る
中
で
、
随
時
党
内
で
も
議
論
を
行
っ
て
い
る
た

め
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
と
り
あ
え
ず
わ
が
党

は
、
イ
ラ
ク
が
無
条
件
査
察
を
受
け
入
れ
る
よ

う
、
外
交
的
努
力
を
行
う
べ
き
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
の
成
果
を
評

価
し
ま
す
（
1

会計報告
(97.12.11~98.3.17) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収入

預金利子

資料収入

運動収入

●
二
月
の
イ
ラ
ク
危
機
か
ら
こ
の
か
た
、
仕
事

（
運
動
も
メ
シ
の
方
も
）
が
た
ま
り
に
た
ま
り
、

予
定
の
半
分
も
こ
な
せ
て
い
ま
せ
ん
。
神
戸
会
議

の
詳
し
い
報
告
は
次
号
以
降
で
。
ま
た
、
前
号
・

六
0
号
は
実
は
、
神
戸
に
持
ち
込
む
た
め
の
二
（
）

0西
部
し
か
印
刷
す
る
時
間
が
な
く
、
「
綱
集
後

記
」
に
は
「
暫
定
号
」
な
ど
と
書
い
た
の
で
す

が
、
結
局
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
今
号
と
同
時
に
発
送

す
る
と
い
う
結
果
に
。
そ
れ
も
、
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
の
い
ろ
ん
な
事
情
が
重
な
っ
て
、
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
、
早
い
と
こ
ろ
で
は
桜
も
盛
り
を

と
っ
く
に
過
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
C

う
ー
む
と
ば
か
り
つ
ぶ
や
く
鋸
日
で
す
（
＂

助

っ

人

求

む

。

（

た

）

［支出］
●今月の支出

事務所代 (3ヶ月分）

水道光熱費

電活FAX費

郵送費

文具・備品

印刷・コピー代

振り込み手数料

分担・参加費（ビースデポ）

雑費

367,782 

663,833 

480,000 

12,000 

145,000 

12,000 

57,000 

254,000 

80,000 

129 

1,000 

102,704 

338,844 

123,200 

14,972 

11,371 

86,556 

2,205 

48,880 

8,050 

40,000 

3,610 

●次月への繰越し 692,771 

＊運動収入は、神戸での市民フォーラムの残金です。
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10-4 

ft• FAX 

●
年
末
年
始
―

1
0名
の
方
々
か
ら
会
費
納
入
、
．

カ
ン
パ
を
送
金
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
替
用
紙
に

は
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
「
ご
苦
労
様
で

す
」
と
の
お
言
葉
も
添
え
ら
れ
て
い
つ
も
な
が
ら

横
浜
の
事
務
所
は
感
涙
に
む
せ
び
ま
し
た
（
，
ま

た
、
神
戸
で
の
全
国
会
議
で
も
受
入
を
担
当
さ
れ

た
方
々
の
ご
人
力
に
よ
り
大
き
な
運
動
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
）
こ
れ
で
人
海
戦
術
で
の

印
刷
業
務
に
支
障
が
生
じ
た
際
に
は
印
刷
屋
さ
ん

の
お
世
話
に
な
れ
そ
う
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

（

や

）

会
計
か
ら
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